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八
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明
治
十
八
年
二
月
定
期
試
業
第
三
年
後
期
見
習
生

問
静
止
法
二
幾
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ノ
種
類
ア
リ
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之
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明
記
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明
治
十
八
年
二
月
定
期
試
業
第
二
年
後
期
生
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受

持

辻

則

承

問
主
和
絃
二
於
テ
終
ル
ト
コ
ロ
ノ
モ
ノ
ハ
其
結
尾
二
如
何
ノ
感
覚
ヲ
与
ヘ
リ

ヤ
並
属
和
絃
中
和
絃
等
二
終
ル
モ
ノ
ハ
如
何

g
第
三
音
ノ
重
復
ヲ
許
ス
ハ
和
絃
進
行
上
二
如
何
ノ
関
係
ア
ル
ニ
由
レ
リ
ヤ

〔手
書
き
〕
（
『
昔
監
回
識
書
類
』
明
治
十
七
年
下
）

教
材
の
出
版

（
＿
）
『
唱
歌
掛
圏
』
お
よ
び

『
小
學
唱
歌
集
』
の
出
版
、

『
幼
稚
園
唱
歌
』

出
版

音
楽
取
調
掛
の
最
も
急
を
要
す
る
仕
事
は
教
材
の
作
成
で
あ
っ
た
。
明
治
十
三
年

の
春
メ
ー
ソ
ン
の
着
任
と
同
時
に
そ
の
仕
事
は
開
始
さ
れ
た
。
国
語
学
者
で
作
詞
家

ち

か

い

た

だ

し

の
佐
藤
誠
賞
（
生
没
年
不
明
）
、
稲
垣
千
頴
（
生
没
年
不
明
）
、
里
見
義
(
-
八
二
四

ー
了
八
八
六
）
、
加
部
厳
夫
(
-
八
四
九
！
？
）
ら
歌
詞
選
定
委
員
と
メ
ー
ソ
ン
、
伊

澤
ら
の
選
曲
委
員
と
に
分
れ
、
選
定
さ
れ
た
曲
を
ま
ず
掛
図
の
形
で
一
曲
一
曲
仕
上

げ
る
方
法
を
と
っ
た
。
で
き
上
が
り
し
だ
い
東
京
師
範
学
校
附
属
小
学
校
の
児
童
お

よ
び
同
掛
の
伝
習
生
に
歌
わ
せ
、
不
適
当
な
部
分
を
訂
正
し
つ
つ
完
成
し
て
い
っ

た
。
掛
図
は
教
室
で
生
徒
の
注
意
を
い
っ
せ
い
に
集
中
さ
せ
る
効
果
を
ね
ら
っ
た
も

の
で
あ
る
。
の
ち
に
生
徒
一
人
一
人
が
手
に
す
る
便
利
さ
を
考
慮
し
て
『
唱
歌
集
』

に
ま
と
め
た
。
こ
の
唱
歌
作
成
に
つ
い
て
伊
澤
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

學
校
唱
歌
二
就
キ
要
ス
ル
所
J
事
項
ハ
楽
譜
及
ビ
歌
詞
ノ
撰
定
、
圏
書
ノ
編

輯
、
楽
器
ノ
練
習
及
ビ
唱
歌
普
及
J
方
法
ト
ス

楽
譜
ノ
本
邦
人
若
ク
ハ
西
洋
人
ノ
作
ヲ
撰
用
シ
歌
詞
ハ
既
有
ノ
楽
譜
二
従
テ

作
為
ス
ル
モ
ノ
ト
楽
譜
ノ
撰
定
二
先
チ
テ
作
為
ス
ル
モ
ノ
ト
ノ
ニ
種
ト
ス

本
邦
人
ノ
作
二
出
タ
ル
楽
譜
ハ
メ
ー
ソ
ン
氏
若
ク
ハ
他
ノ
西
洋
人
二
托
シ
テ

其
和
声
ヲ
作
ラ
シ
メ
ザ
ル
可
ラ
ズ
是
レ
此
和
声
ノ
事
タ
ル
頗
ル
高
尚
ノ
學
科

ニ
属
シ
今
日
我
音
楽
家
ノ
未
ダ
為
シ
能
ハ
ザ
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ

既
有
ノ
楽
譜

二
従
テ
歌
詞
ヲ
作
ル
ト
キ
ハ
先
其
楽
譜
ヲ
解
剖
シ
テ
其
旋
法
口

調
等
ヲ
考
査
シ
若
シ
楽
譜
中
歌
作
J
法
二
適
セ
ザ
ル
所
ア
レ
バ
其
譜
ヲ
改
メ

又
歌
詞
中
楽
曲
ノ
法
二
適
セ
ザ
ル
所
ア
レ
バ
其
詞
ヲ
替
へ
彼
我
折
衷
務
メ
テ
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歌
曲
ノ
句
調
二
合
セ
シ
ム
ベ
シ

楽
譜
ノ
撰
定
二
先
チ
テ
歌
作
ヲ
為
ス
ト
キ
ハ
其
句
数
字
数
等
ヲ
定
メ
他
日
楽

譜
ヲ
作
ル
ニ
嘗
リ
極
メ
テ
唱
歌
二
適
切
ナ
ラ
ン
事
ヲ
要
ス
ベ
シ

圏
書
ノ
編
纂
ハ
唱
歌
掛
圏
、
唱
歌
本
、
及
唱
歌
教
授
法
ト
ス

唱
歌
掛
圏
及
唱
歌
本
ハ
過
般
編
纂
シ
タ
ル
モ
ノ
ヽ
体
裁
二
従
ヒ
逐
次
編
製
シ

テ
高
等
ノ
唱
歌
二
及
ブ
ベ
シ

唱
歌
教
授
法
ハ
目
今
嘗
掛
博
習
人
及
師
範
學
校
生
徒
等
二
教
授
ス
ル
所
ノ
モ

ノ
ニ
ョ
リ
テ
選
定
ス
ベ
シ
是
レ
唱
歌
ハ
新
設
ノ
學
科
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
教
授
法

モ
新
奇
二
属
シ
容
易
二
了
解
シ
難
キ
ヲ
以
テ
最
モ
此
類
ノ
書
ノ
編
輯
ヲ
要
ス

ル
所
以
ナ
リ

唱
歌
掛
圏

本
掛
創
置
ノ
際
二
在
テ
ハ
唱
歌
演
習
ノ
時
々
之
ヲ
黒
板
若
ク
ハ

黒
壁
二

書
シ
以
テ
練
習
ス
ル
ヲ
常
ト
セ
リ
是
レ
一
時
ノ
止
ヲ
得
ザ
ル
ニ
出
ル
ト

イ
ヘ
ド
モ
之
ヲ
書
冊
二
編
シ
剤
剛
二
属
セ
シ
モ
ノ
ナ
キ
ハ
授
業
上
許
多
ノ
時
間

ヲ
徒
費
シ
為
二
進
歩
ノ
害
ヲ
為
ス
事
少
シ
ト
セ
ズ
依
テ
本
掛
二
於
テ
音
階
ノ
圏

長
短
符
ノ
匿
列
等
ヨ
リ
起
リ
加
フ
ル
ニ
本
掛
所
撰
ノ
簡
易
ナ
ル
鼠
音
唱
歌
ヲ
以

テ
モ
初
學
ノ
階
梯
タ
ル
モ
ノ
ヲ
編
纂
シ
テ
唱
歌
掛
圏
ヲ
製
シ
之
ヲ
印
行
ス
明
治

十
五
年
四
月
ヲ
以
テ
功
ヲ
竣
ル
之
ヲ
唱
歌
掛
圏
初
編
及
其
績
編
卜
為
ス
此
月
唱

歌
掛
圏
初
編
千
五
百
部
同
績
編
之
百
部
ヲ
痰
刷
シ
之
ヲ
直
轄
諸
學
校
井
諸
府
縣

及
外
國
教
育
家
等
二
配
付
セ
リ
爾
後
更
二
益
々
稿
ヲ
績
キ
得
ル
ト
コ
ロ
ノ
歌
曲

ヲ
編
輯
シ
テ
唱
歌
掛
圏
第
二
編
ヲ
製
ス
其
功
昨
十
六
年
六
月
ヲ
以
テ
竣
ル

唱
歌
集
唱
歌
集
ハ
唱
歌
掛
圏
中
ノ
モ
ノ
ヲ
取
テ
之
ヲ
冊
子
二
印
行
シ
各
自

生
徒
ノ
便
二
供
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
即
チ
其
初
編
ハ
唱
歌
掛
圏
初
編
及
其
績
編
中
ノ

モ
ノ
ヲ
以
テ
成
ル
其
刊
行
落
成
ハ
明
治
十
五
年
四
月
二
在
リ
時
二
初
編
三
千
部

ヲ
顎
刊
シ
之
ヲ
直
轄
諸
學
校
井
諸
府
縣
及
外
國
教
育
家
等
二
配
付
ス
ル
事
ナ
ホ

〔手
書
き
〕

唱
歌
掛
圏
ノ
如
シ
本
書
ハ
最
モ
江
湖
ノ
望
ヲ
満
タ
シ
後
数
閲
月
ニ
シ
テ
賣
捌
ク

ト
コ
ロ
ノ
部
数
二
千
有
数
部
ノ
多
キ
ニ
至
レ
リ
昨
十
六
年
早
春
更

二
三
千
部
稜

刷
二
係
ル
ト
云
ヘ
リ
抑
著
書
ノ
世
上
二
行
ハ
ル
ヽ
ノ
速
カ
ナ
ル
此
ノ
如
キ
ハ
近

代
ノ
著
書

二
於
テ
其
例
稀
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス
是
ヨ
リ
後
更
二
高
等
ノ
歌
曲
ヲ
撰
定

シ
之
ヲ
集
メ
テ
唱
歌
集
第
三
編
卜
為
ス
是
既
二
昨
年
十
月
裁
定
ヲ
経
印
行
ノ
業

目
下
着
手
ノ
中
ニ
ア
リ
別
ニ
マ
タ
従
来
撰
定
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
幼
稚
園
用
ノ
唱
歌

ヲ
集
メ
之
ヲ
幼
稚
園
唱
歌
集
卜
為
ス
是
レ
目
下
裁
定
中
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
剤
剛

ニ
付
シ
其
功
ヲ
竣
ル

モ
蓋
シ
遠
キ

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ

（
『
昔
監
経
伺
書
類
上
下、

＿
音
楽
取
調
掛
成
績
申
報
書
』
明
治
十
七
年
）

唱
歌
集
中
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
謡
が
多
く
み
ら
れ
る
の
は
、

ペ
ン
タ
ト
ニ
ッ
ク
（
五
音
音
階
）
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
日
本
人
に
は
、
こ
の
地
方
の

民
謡
が
理
解
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
百
年
後
の
今
日
な
お
愛
唱

さ
れ
て
い
る

〈螢
の
光
〉
や
〈庭
の
千
草
〉
は
ま
さ
に
そ
の
証
し
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
日
本
人
の
感
性
に
合
っ
た
外
国
の
旋
律
を
選
び
、
日
本
語
の
優
美
か

つ
教
育
的
な

歌
詞
を
当
て
て
教
材
と
す
る
の
が
伊
澤
の
基
本
方
針
で
あ
っ
た
が
、
メ
ー
ソ
ン
に
は

そ
れ
が
よ
く
理
解
さ
れ
ず
、
し
ば
し
ば
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
次
の
英
文
書
簡
は
そ
の
―
つ
の
例
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
伊
澤
は
日
本
に
お

け
る
学
校
音
楽
創
設
の
た
め
に
招
聘
し
た
は
ず
の
メ
ー
ソ
ン
が
、
彼
の
方
針
を
確
か

に
認
識
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
い
か
け
た
手
紙
で
あ
る
。
伊
澤
は
「
今
、
私
は
あ

な
た
に
大
切
な
こ
と
を
書
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
が
話
さ
な
い
で
、
こ
の
よ

う
な
手
紙
に
し
ま
し
た
の
は
、
私
の
英
語
の
語
彙
が
少
な
い
た
め
私
の
言
い
た
い
こ

と
が
表
現
で
き
ず
、
手
紙
な
ら
ば
あ
な
た
も
く
り
返
し
読
む
こ
と
が
で
き
て
、
話
を

聞
く
よ
り
も
良
策
と
思
い
ま
し
た
の
で
」
と
手
紙
に
し
た
た
め
た
理
由
を
述
べ

、
日

本
的
音
楽
の
創
作
を
彼
に
う
な
が
し
て
い
る
。
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July 1st 1880〔明治13年〕

Dairokuten cho 

Kobinata Tokio 

Mr. L.W. Mason. 

My dear friend 

Now I am in such a position that I must write a few 

lines to communicate you rather a grave thought. I prefer 
writing to speaking under such a circumstance, because it 

is impossible for me to express much complicated idea with 

a limited vocabulary of English under my command, and 

also because you will understand me better by reflecting 

many times on the written accounts than to hear once as 

the speech goes on. 

Please understand me that I am a just and sincere 

friend of yours always doing the best as my ability permits 

towards your success, but, having no sort of selfish interest 

either directly or indirectly on the work which we ventured 

to undertake. 

What I aim at is the good of my country and human-

ity at large. Up to this day, I have fought many fights to 
clear off the obstacles which would have stopped the 

progress of your work if left unchecked. 

Although my official influence has been injured to 

some extent by acting such an awkward part, I did not 
care the least of such effect, for I took it better to help a 

friend who is left helpless in a strange land than to gain 

my influence. 

I have not had the slightest wish to tell you these 

things if I have done sweet things, but take them because 

they contain healthy ingredients. 

If you have eyes to see, please see through my inner 

heart but not outward appearance. 

I think you remember the first words 

the junior vice-minister of Education when 

him. 

He said you would learn to hear into Japanese music, 

and after being acquainted with those you will proceed 

to make musics for Japanese schools. 

Such have been and still is the view which our Edu-

cational Department firmly holds. 

You can clearly see that our aim is not the total 

adoption of European or American musics, but the making 

of a new Japanese music. 

You are one of the best musician of higher esteem in 

America, and every one of us is willing to conform yours 

opinion, and take it as an authority. But, you as an edu-

cated liberal musician must grant a proposition that music 

should be national if there be any, especially this should 

be taken into grave consideration in the case of school 

music. 

If we 1 do. forei we learn musics as some amatures do, tore1gn music 

may be learned as they are, and songs may be sung from 

foreign words Chinese, Hindoo, English, or French as the 

case may be. 

But, if we mean to have music as a branch in 

national education the case become, entirely different. 

Those pieces imported from foreign lands must more 

or less naturalized. 

expressed by 

you first met 

the 
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The songs must be of necessity of the Native words. 

I know not any case where the songs were sung from a 

foreign tongue except in some begotted mission schools. 

I have no doubt that you will agree with me in having 

songs not of foreign language but of native one. 

If so then it follows that the melody must in some 

cases be modified especially in the case where the two 

languages belong to entirely different families. Because it is 

entirely impossible to have accents and emphasises just 

at the places where ought to come according to a fixed 

melody with two languages. 

A great favor, but, now I (have) to tell you all these 

things so that you shall not entertain (Any) doubt on the 

sincerity of words which I am going to express. 

As our proverb says "A good medicine is found always 

to be distasteful to the mouth, and a strict advice is mostly 

unpleasant to the ear," so my words may be coarse and 

unpleasant in outward expression, but, the inner motive 

is in reality a healthy one. Who would venture to speak 

unpleasant but healthy words except ones friend, and who 

would desire to utter sweet but poisonous words except 

his enemies? What I intend to say is by no means sweet 

things, but, take them because they contain healthy in-

gredients. If you have eye to see (please) do not judge 

from the outside (shape), but see through the inner heart. 

I think you remember the very first words expressed 

by our junior Vice-Minister of Education when you first 

met him. He said you should learn to hear into Japanese 

musics however imperfect they may be, and then proceed 

to make a plan for musical education in Japanese schools. 

Such has been and still is the view which our department 

aims at. You can see from this and also from what I am 

always speaking that our aim is not entire adoption of 

European Musics, but the making or refining Japanese 

Music by assimilating the elements of both Native and 

European Musics as. 

（延艇宰廷廿赴蕪誤廿濫縫’旺艇證甘皿ぐ聘曇『忠廃迪I1鹿母』兵1<1<～兵1＜干嵐）
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3

あ
が
れ

” 

23

君
が
代

ウ
エ
。
フ
作
曲
〈
G
l
o
r
i
o
u
s
A
p
o
l
l
o
〉
詞
は
古
今
集
（
読

2

春
山

“ 

22 

ね
む
れ
よ
子

ー

か
を
れ

稲
垣
千
頴
作
詞

21 

節

ネ
ー
ゲ
リ
作
曲
〈
S
o
w
i
n
g
F
l
o
w
e
r
s〉
稲
垣
千
頴
作
詞

2第

初
編

20 

若 螢
柴

原
曲
お
よ
び
日
本
語
の
歌
詞
の
作
家
が
明
ら
か
な
も
の
は
記
し
て
お
く
。
遠
藤
宏

著
『
明
治
＿音
楽
史
考
』
お
よ
び
伊
澤
修
二
の
『
唱
歌
略
説
』
に
準
拠
し
た
。
本
来
文

部
省
に
版
権
の
あ
る
唱
歌
は
作
者
な
ど
個
人
名
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡

〈
A
u
l
d
L
a
n
g
 S
y
n
e〉

『
小
學
唱
歌
集
』

目
次

19 

う
つ
く
し
き

閏
の
板
戸

l
a
n
d〉

18 1
7
蝶
々

95 

美
歌
〕

16

わ
が
日
の
本
天
竺
国
ヨ
リ
出
テ
欧
州
諸
国
二
伝
ワ
ル

15 14 

松
の
木
蔭

春
の
や
よ
ひ

原
曲
〈
T
r
u
s
t
in 
G
o
d〉

13 

明
治
十
四
年
十
一
月

討
究
論
悉
シ
本
邦
固
有
ノ
音
律
二
基
ツ
キ
彼
長
ヲ
取
リ
我
短
ヲ
補
ヒ
以
テ
我
學

校
二
適
用
ス
ヘ
キ
者
ヲ
撰
定
セ
シ
ム
爾
後
諸
員
ノ
協
力
二
頼
リ
稽
ヤ
ク
敷
曲
ヲ

得
之
ヲ
東
京
師
範
學
校
及
東
京
女
子
師
範
學
校
生
徒
井
雨
校
附
属
小
學
生
徒
二

施
シ
テ
其
適
否
ヲ
試
ミ
更
二
取
捨
選
探
シ
得
ル
所
二
隧
テ
之
ヲ
録
シ
遂
二
歌
曲

敷
十
ノ
多
キ
ニ
至
レ
リ
妥
二
之
ヲ
剤
剛
二
付
シ
名
ケ
テ
小
學
唱
歌
卜
云
是
レ
固

ヨ
リ
草
創
二
属
ス
ル
ヲ
以
テ
或
ハ
未
夕
完
全
ナ
ラ
サ
ル
者
ア
ラ
ン
ト
雖
モ
庶
幾

ク
ハ
亦
我
教
育
進
歩
ノ
一
助
二
資
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
ト
云
爾

音
楽
取
調
掛
長

伊
澤
修
二

唱
歌
選
曲
の
対
象
と
な
っ
た
資
料
は
メ
ー
ソ
ン
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
持
参
し
た
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
・
ス
ク
エ
ア
ソ
ン
グ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
メ
ー
ソ
ン
編
著
の
掛
図
お
よ
び
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
原
曲
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
曲
の
中
に
は

〈仰

げ
ば
尊
し
〉
の
よ
う
に
、
雅
楽
部
の
伶
人
た
ち
の
作
曲
と
思
わ
れ
る
曲
が
い
く
つ
か

み
ら
れ
る
。

見
わ
た
せ
ば

天
竺
国
ヨ
リ
出
テ
欧
州
諸
国
二
伝
ワ
ル

尚
〔
今
様
〕

ス
ペ
イ
ン
民
謡

詞
は
慈
鎮
和

〔
ア
メ
リ
カ
の
讃

野
村
秋
足

・
稲
垣
千
頴
作
詞

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡
〈
T
h
e
blue 
bell 
of 
Scot, 

稲
垣
千
頴
作
詞

ル
ー
ソ
ウ
作
曲

柴
田
清
熙

・
稲
垣
千
頴
作
詞

12 

謹
識

11 10 

春
風

桜
紅
葉

花
さ
く
春

9

野
辺
に

〈
美
し
き
世
〉

(
H
o
h
m
a
n
ジ
ョ
イ
ブ
リ
ン
子
供
唱
歌

集
）

8
 

7
 

6
 

5
 
千
代
に

和
寄
の
浦

春
は
花
見

鶯

4
 
い
は
ヘ

〔
ア
メ
リ
カ
の
費
美
歌
〕

〔ア
メ
リ
カ
の
費
美
歌
〕
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44

皇
御
國

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
風

里
見
義
作
詞

64 

43 

燕鏡
な
す

岩
も
る
水

岸
の
桜

遊
猟

み
谷
の
奥

63 

俗
曲
〈
黒
髪
〉
の
初
め
と
終
り
の
旋
律

等
組
歌

42 

62 

41 

南
仏
民
謡
と
い
わ
れ
る
が
不
詳

61 

40 

60 

39 

59 

墳
墓

秋
の
夕
暮

古
戦
場

秋
草

富
士
筑
波

園
生
の
梅

38 37 

か
す
め
る
空

S
c
h
a
d
e
作
曲
〈
T
h
e
rain
〉

58 

曲

57 

36 

雨
露

玉
の
宮
居

大
和
撫
子

五
常
の
歌

五
倫
の
歌

第
二
編

鳥
の
声

霞
か
雲
か

年
た
つ
今
朝

ネ
ー
ゲ
リ
の
作
曲
し
た
も
の
が
ド
イ
ツ
民
謡
に
な
っ
た

56 

35 

〈

All
b
i
r
d
s
 
c
o
m
e〉

55 

34 

ド
イ
ツ
民
謡
〈
W
i
n
t
e
r
a
d
i
e
u
〉

54 

雲寧
楽
の
都

才
女

カ
ル
コ
ウ
ト
作
曲

53 

33 32 31 

芝
葛
鎮
作
曲

芝
葛
鎮
作
曲

稲
垣
千
頴

・
里
見
義
作
詞

稲
垣
千
頴
作
詞

孟
子
詩
集
『
膝
文
公
』
よ
り

5
2
な
み
風

51 50 

や
よ
御
民

春
の
夜

ハ
イ
ド
ン
作
曲
の

30 29 

49 

〈

H
a
r
k
!
T
h
e
 distant 
c
l
o
c
k〉

28

お
ぼ
ろ

〈

Otto〉

グ
レ
ゴ
リ
ヤ
ン
・
チ
ャ
ン
ト

〈

M
u
r
m
u
r
g
e
n
t
l
e
 
ly
re〉

メ
ー
ソ
ン
作
曲

芝
葛
鎮
作
曲

伊
澤
修
二
作
曲

里
見
義
作
詞

（
原
曲
一
ー
一
部
合
唱
）

シ
シ
リ
ア
民
謡
（
ク
リ
ス
マ
ス
の
民
謡
）

〈

T
h
e
m
o
o
n〉
（
原
曲
二
部
合
唱
）

（
原
曲
二
部
合
唱
）

あ
ふ
け
ば
尊
と
し

母
の
お
も
ひ

め
ぐ
れ
る
車

「四
季
」
最
初
の
合
唱

〈
春
〉
の
歌

ジ
ョ
ン

・
ス
コ
ッ
ト
夫
人
作
曲

G
.
 

W

.
 Fi

s
c
h
e
r
作
曲

〈
復
活
祭
前
聖
金
曜
日
に
〉

（
ジ

ョ
イ
ブ
リ
ン
子
供
唱
歌
集
）

48 

27

富
士
山

ハ
イ
ド
ン
作
曲

里
見
義
作
詞

加
部
厳
夫
作
詞

47 

天
津
日
嗣

太
平
の
曲

御
寺
の
鐘
の
音

第
三
編

26 

ロ
ベ
ル
ト
・
ア
ラ
ン
作
曲

25 

薫
り
に
知
ら
る
る

隅
田
川

2
4
思
い
い
づ
れ
ば

人
知
ら
ず
）
・
源
頼
政

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
曲
稲
垣
千
頴
作
詞

里
見
義
作
詞

46

五
月
の
風

45 

栄
行
く
御
代

ケ
ラ
ル
作
曲

い
る
曲
〕

加
部
厳
夫
作
詞

里
見
義
作
詞

る
〔
ク
リ
ス
マ
ス
茂
美
歌
〈
神
の
み
子
は
こ
よ
い
も
〉
で
親
し
ま
れ
て
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ボ
ル
ト
ガ
ル
曲
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
作
曲
と
も
い
わ
れ

，
 



85

四
の
時

84 

H
e
n
r
i
 
A
b
r
a
h
a
m
 C
e
s
a
r
作
曲
の
賛
美
歌

〈L
o
r
d
,

83 82 81 80 79 

忠
臣

千
草
の
花

き
の
ふ
今
日

頭
の
雪

さ
け
花
よ

高
嶺

ポ
ル
ト
ガ
ル
民
謡

78 77 

里
見
義
作
詞

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
と
し
て
知
ら
れ
る
ト
ー
マ
ス
・
ム

〉

〈

E
v
e
n
m
g
s
o
n
g
 

76 75 

春
の
野

瑞
穂

楽
し
わ
れ

菊
（
庭
の
千
草
）

T
h
e
 e
v
e
nin
g
 twilight〉

74 

誠
は
人
の
道

千
里
の
道

J. 
Fr. 
R
e
i
c
h
a
r
d
t
作
曲

〈
Arrival
of 
Spring〉

ド
イ
ツ
民
謡
〈
タ
ベ
の
歌

ー
ア
作
曲
〈
T
h
e
last 
rose 
of 
s
u
m
m
e
r
〉

〈

A
u
t
u
m
n
s
o
n
g〉

ド
イ
ツ
民
謡

w
e
 c
o
m
e
 befo
re
 T
h
e
e
 n
o
w〉

伊
澤
修
二

佐
藤
誠
賓
稲
垣
千
頴
両
人
ノ
意
見
異
同
之
諸
点
審
按
ノ
上
猶
篤
卜
協
議
ヲ
遂

ケ
左
之
通
郁
見
取
調
差
出
候
条
御
検
閲
ノ
上
御
決
裁
相
成
度
候

ハ
語
格
ノ
議
論
六
ケ
敷
二
付
「
カ
ヲ
レ
」

第
一
図
第
一
曲
ノ
「
ヒ
ラ
ケ
」

改
侯
方
可
然
候
、

同
図
第
二
曲
ハ
佐
藤
誠
実
ノ
異
見
有
之
候
得
共

「
サ
ガ
レ
」

モ
亦
「
ノ
ボ
レ
」

二
改
メ
ザ
レ
ハ
語
勢
宜
キ
ヲ
得

ザ
ル
ベ
シ
然
ル
ニ
雲
雀
ノ
「
ア
ガ
ル
」
卜
云
フ
ハ
常
ナ
レ
ト
モ
「
ノ
ボ
ル
」
ト

云
フ
ハ
餘
リ
不
聞
事
二
有
之
候
、
若
又
之
ヲ
「
オ
リ
ヨ
」
二
改
ム
ル
ト
キ
ハ
前

二
島
田
書
記
官
ノ
申
サ
レ
タ
ル

ト
同
一
理
ニ
テ
「
ア
ガ
レ
・
オ
リ
ヨ
」
ニ
テ
ハ

声
曲
二
適
セ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
語
勢
モ
甚
悪
シ
ヽ
且
是
等
ノ
曲
ハ
初
学
生
徒
二

二
改
ル
ト
キ
ハ
「
ア
ガ
レ
」

〈

C
h
a
r
m
i
n
g
Sally〉
か
？

〈R
o
w
,
r
o
w
,
 r
o
w
,
 y
o
u
r
 b
o
at〉
（
輪
唱
）
里
見
義
作
詞

里
見
競
作
詞

73 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
〈
Tr
u
st
a
n
d
 Honesty〉

M
a
d
c
h
e
n
 o
d
e
r
 
W
 
e
i
b
c
h
e
n
〉
か
ら
〕

72 

〔
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
「
魔
笛
」
の
パ
パ
ゲ
ー
ノ
の
ア
リ
ア
〈
E
i
n

徳
育
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
唱
歌
歌
詞
の
選
定
に
は
特
に
入
念
な
検
討
が
行
わ
れ

た
。
歌
詞
の
入
れ
替
え
を
め
ぐ
り
、
文
部
省
と
意
見
を
交
換
し
た
多
数
の
文
書
が
残

さ
れ
て
い
る
。
左
記
の
文
書
は
そ
れ
ら
の
中
の
『
唱
歌
掛
圏
』
初
編
お
よ
び
『
唱
歌

集
』
初
編
に
関
す
る
や
り
と
り
で
あ
る
。

明
治
十
四
年
十
二
月
一
日
草
稿
を
文
部
省
に
提
出
。
同
省
よ
り
の
意
見
に
対
し
十

二
月
二
十
一
日
付
で
返
答
し
て
い
る
。

71 70 

91 

69 

四
季
の
月

白
蓮

学
び

小
枝

船
子

鷹
狩

小
船

90 

心
は
玉

招
魂
祭

68 

89 

治
る
御
代

祝
へ
吾
君
を

花
鳥

H
.
 We

r
n
e
r
作
曲
〈
T
h
e
w
i
l
d
 rose
〉

67 

雅
楽
唱
歌

88 

66 

87 

65

橘

雅
楽
唱
歌

86

花
月

〔
ア
メ
リ
カ

の
讃
美
歌
〕

二

S
c
h
a
d
e
 R
.
 P
.
 Lambillotte

作
曲
〈
As
the dewy〉

〈

S
o
n
g
of 
the 
F
a
t
h
e
r
l
a
n
d〉

里
見
義
作
詞

ヲ
「
ク
ダ
レ
」
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楽
譜
ヲ
唱
ハ
シ
ム
ル
ヲ
専
旨
ト
シ
決
シ
テ
高
尚
ナ
ル
語
学
ヲ
教
ル
ヲ
要
旨
ト
ス

ル
ニ
非
ス
故
二

言
葉

ハ
可
成
的
俗
二
近
キ
モ
ノ
ヲ
取
ル
ヲ
目
的
ト
セ
リ
依
テ
此

曲
ハ
旧
ノ
儘
存
シ
置
テ
可
然
候

同
図
第
三
曲
及
第
六
曲
ハ
別
紙
朱
字
ノ
通
リ
新
曲
二
改
メ
候
方
可
然
候

同
図
第
四
曲
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
意
見
二
随
ヒ
旧
ノ
儘
存
シ
置
キ
可
然
候

同
図
第
七
曲
ノ
「
ツ
モ
レ
、
タ
マ
レ
」
ハ
「
フ
レ
ヤ
、
ウ
テ
ャ
」
二
改
メ
「
オ

ザ
ヽ
」
ハ
「
サ
ヽ
バ
」
二
改
メ
候
ハ
ヽ
別
二
異
議
無
之
事

二
被
存
候

第
二
図
三
ノ
第
二
曲
ハ
佐
藤
誠
賓
ノ
意
見
二
随
ヒ
「
オ
ホ
ヘ
」
ヲ
「
シ
ゲ
レ
」

ニ
改
ム
可
ク
候
、

第
三
図
第
一
曲
ノ
「
秋
ミ
テ
ツ
ゲ
マ
セ
」
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
意
見
ヲ
取
リ
旧
ノ

儘
存
シ
置
キ
可
然
候
、

．

第
四
図
ノ
唱
歌
ハ
出
慮
ノ
如
何
二
拘
ラ
ス
教
科
二
用
ヰ
テ
憂
モ
差
支
無
之
事

ト
被
存
候

第
六
図
第
二
曲
及
第
三
曲
ハ
佐
藤
誠
質
ノ
意
見
ヲ
取
リ
「
ネ
タ
」
ヲ
「
ネ
ル
」

二
改
ム
ベ
ク
候

第
七
図
第
二
曲
ノ
「
オ
リ
ハ
ヘ
テ
」
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
意
見
ノ
通
リ
旧
ノ
儘
存

シ
置
キ
可
然
候

第
八
図
第
一
曲
及
第
二
曲
モ
前
同
断
の
見
込
二
有
之
候

第
九
図
第
二
曲
ノ
「
ナ
カ
バ
ヲ
」
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
意
見
通
リ
存
シ
置
キ
「
木

々
コ
ソ
」
ハ
佐
藤
誠
賓
ノ
意
見

二
随
ヒ

「
枝

コ
ソ
」
二
改
ム
ベ
ク
候

第
十
一
図
唱
歌
ノ
「
ヤ
ヽ
サ
シ
ソ
メ
テ
」
ヲ
佐
藤
ノ
意
見
ノ
如
ク
「
サ
シ
ソ

メ
ヌ
レ
バ
」
二
改
ム
ル
ト
キ
ハ
唱
歌
ノ
際
口
調
甚
悪
シ
ヽ
故
二
旧
ノ
儘
存
シ
置

キ
然
ル
ベ
シ
尤
「
霞
ノ
ナ
カ
」
ハ
「
霞
ノ
ウ
チ
」
二
改
メ
可
申
候

第
十
二
図
第
一
曲
ノ
「
螢
ノ
ア
カ
リ
」
ハ
佐
藤
ノ
意
見
二
随
ヒ
「
螢
ノ
ヒ
カ

ニ
改
メ
他
ハ
嘗
掛
ノ
見
込
ヲ
以
テ
朱
字
ノ
通
リ
訂
正
致
シ
候

同
図
第
二
曲
及
第
四
曲
ハ
稲
垣
千
頴
ノ
意
見
ヲ
取
リ
旧
ノ
儘
存
シ
置
キ
可
然

候
第
十
三
図
唱
歌
ハ
小
學
生
徒
ニ
ハ
少
ク
不
適
当
ノ
箇
所
有
之
候
ー
ー
付
相
省
候

方
可
然
候

第
十
四
図
第
一
曲
ノ
「
サ
ゞ
レ
石
」

シ
置
キ
可
然
候

〔
島
田
三
郎
編
輯
局
長
の
意
見
〕

音
楽
ヲ
以
テ
風
赦
ヲ
神
ル
ノ
具
ト
ス
ル
ハ
我
儘
二
新
奇
ナ
ル
ガ
故
二
此
事
ヲ

施
行
ス
ル
ニ
方
リ
テ
ハ
世
間
多
少
ノ
議
ア
ル
ベ
シ
ト
信
ズ
第
―
ニ
ハ
其
益
ノ
有

無
二
就
テ
論
ジ
ッ
ゞ
イ
テ
ハ
言
語
ノ
正
否
意
義
ノ
常
否
ヲ
モ
議
ス
ル
ナ
ル
ベ
シ

故
二
音
曲
ノ
調
和
ハ
勿
論
言
語
一
＿
至
リ
テ
モ
成
ル
ベ
ク
他
二
議
論
ア
ル
ベ
シ
ト

認
ム
ル
モ
ノ
ハ
之
ヲ
避
ル
方
可
然
又
意
義
モ
允
カ
ナ
ラ
ズ
ト
／
疑
ア
ル
モ
ノ
ハ

之
ヲ
除
カ
ン
事
ヲ
希
望

ス
因
テ
左
ノ
ニ
項
ヲ
附
記
ス

第
一
図
第
二
曲
ハ
「
サ
ガ
レ
」
ノ
字
ハ
「
ク
ダ
レ
」
ノ
優
ル
ニ
如
ズ
ト
云
フ

ハ
稲
垣
佐
藤
同
説
ナ

レ
バ
「
ク
ダ
レ
」
ト
ス
ル
方
可
然
哉

第
四
図
ノ
い
ろ
は
班
ハ
之
ヲ
習
字
二
用
ヰ
ル
ト
班
曲
二
用
ヰ
ル
ト
ハ
同
一
視

ス
可
ラ
ズ
班
曲
ノ
方
ハ
自
ラ
意
義
ヲ
表
ス
ベ
キ
発
音
ニ
テ
其
意
義
無
常
ヲ
観
ズ

ル
ニ
ア
レ
バ
教
化
ヲ
施
ス
ノ
用
二
供
ス
ル
ハ
允
ナ
ラ
ズ
除
ク
方
可
然
哉

リ」
〔
歌
詞
選
定
委
員
佐
藤
誠
賀
の
解
説
〕

第
一
圏

第
一
曲

ハ
稲
垣
千
頴
ノ
意
見
二
随
ヒ
旧
ノ
儘
存
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嘗
初
卒
然
之
ヲ
見
テ
頗
ル
其
郡
拙
ナ
ル
ヲ
覺
ェ
シ
ガ
今
高
諭
ヲ
聞
キ
再
ヒ
取

第
九
圏

殺
シ
タ
ル
ナ
リ

二
適
セ
ズ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
旧
ノ
マ
ヽ
ニ
シ
テ
置
ク
モ
可
ナ
ラ
ン

第
七
曲

つ
も
れ
た
ま
れ

此
條
ハ
詰
問
シ
タ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
疑
ヲ
致
シ
タ
ル
ナ
リ
今
極
メ
テ
希
ナ
ル

事
ノ
偶
有
ン
事
ヲ
望
ム
ト
云
ヘ
ル
裔
諭
ヲ
聞
テ
積
疑
氷
繹
セ
リ

第
三
岡

噸
第

一
曲

は
な
み
に
ゆ
き
ま
せ

わ
が
日
の
も
と
の

花
二
ひ
ら
く
る
卜
云
フ
事
古
人
往
ミ
用
ヰ
タ
ル
ハ
世
人
ノ
稔
知
ス
ル
所
ニ
シ

テ
證
左

ヲ
腫
列
ス
ル
ヲ
侯
タ
ザ
ル
事
ナ

レ
ド
モ
其
言
ハ
原
来
開
ノ
字
ョ
リ
混

シ
来
レ
ル
者
ナ
レ
バ
快
カ
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
ひ
ら
け
卜
云
テ
命
令
ニ
ス
ル

事
ハ
通
常
ノ
語
法
二
協
ハ
サ
レ
バ
改
メ
タ
ク
思
ヒ
シ
ナ
リ
朱
書
ノ
如
ク
か
を

れ
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
音
調
諧
和
シ
テ
豪

モ
憾
ナ
シ
ト
ス
ル
ナ
リ

ア
ガ
レ
ル
世
ク
ダ
レ
ル
世
ナ
レ
ド
古
人
ノ
常
二
用
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
詩
経
ノ
古

訓
二
頷
頑
ヲ
ト
ビ
ア
ガ
リ
、
ト
ビ
ク
ダ
ル
ト
モ
訓
ゼ
レ
バ
ヤ
ハ
リ
ク
ダ
レ
ト

改
メ
タ
シ

第
四
曲

ち
ぐ
さ
ハ
果
シ
テ
千
種
二
混
ゼ
ザ
ル
ニ
モ
セ
ョ
螢
ノ
宿
所
ニ
ハ
千
ノ
字
虚
設

ニ
属
ス

ル
ニ
似
タ
リ
因
テ
く
さ
ば
卜
改
メ
タ
シ
サ
レ
ド
モ

く
さ
ば

ニ
テ
ハ
調
子

テ
熟
視
シ
テ
始
テ
圃
璧
ノ
微
瑕
ナ
キ
ヲ
知
レ
リ
謝
々

今
學
校
二
於
テ
習
字
ノ
初
二
之
ヲ
用
ル
ハ
七
字
ヅ
ヽ
ヲ
裁
チ
テ
一
句
ト
シ
濁

音
ヲ
雑
ヘ
ズ
シ
テ
意
義
ナ
キ
者
ノ
如
ク
ス
ル

ヲ
以
テ
四
十
七
箇
ノ
仮
字
ヲ
授

ケ
ン
ガ
為
ニ
ス
ル
ナ
リ
四
句
ノ
倶
文
ノ
意
ヲ
述
タ
ル
今
様
歌
ヲ
用
ル
ニ
ア
ラ

ズ
且
ツ
唱
歌
ニ
ハ
有
為
ノ
奥
山
ナ
ド
云
フ
歌
ヲ
取
ラ
ズ
ト
モ
差
支
ナ
キ
事
ナ

レ
バ
餘
ノ
古
キ
今
様
歌
ニ
テ
モ
今
新
二
製
シ
テ
モ
用
ヰ
タ
キ
事
ナ
リ

み
わ
た
せ
ば
云
々
お
り
は
へ
て

お
り
は
へ
て
ハ
新
撰
萬
葉
集
二
折
蠅
ト
ア
レ
バ
を
り
は
へ
て
卜
書
ク
ベ
キ
ヲ

後
二
お
り
は
へ
て

卜
誤
レ
ル
ニ
因
テ
績
拾
遺
集
ノ
歌
ノ
如
キ
織
ニ
カ
ケ
タ
ル

詞
モ
出
来
リ
シ
ナ
リ
因
テ
を
り
は
へ
て
卜
改
ム
ル
カ
外
二
好
字
面
ヲ
撰
ビ
テ

用
タ
ル
方
宜
シ
カ
ラ
ン
ト
思
フ
ナ
リ

第
八
園

第
一

曲

カ
ス
メ
ル
日
影
ア
フ
ギ
テ
ゾ
ト
シ
テ
ハ
曲
調
穏
ナ
ラ
ズ
ト
セ
バ
カ
ス
メ
ル
日

影
ア
フ
ギ

ミ
テ
ト
セ
バ
如
何

第
二

曲

雲
間
に
さ
け
ぶ

雲
間
を
木
の
間
二
改
メ
タ
レ
ド
モ
自
ラ
穏
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
覺
エ
テ
前
二
已
二
抹

と
ま
れ
や
ど
れ
ち
ぐ
さ
の
ほ
た
る

第
七
圏

あ
が
れ
さ
が
れ

第
二
曲

い
ろ
は

第
四
圏

ひ
ら
け
に
ほ
へ
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み
ど
り
云
々
み
つ
せ
川

師
生
ハ
さ
き
か
れ
卜
云
ン
方
悔
ニ
テ
宜
シ
ト
思
フ
ナ
リ

第
三
曲

ひ
ら
け
に
ほ
へ

と
ま
る
も
ゆ
く
も
云
々
さ
き
く
と
ば
か
り

第
一
圏

第
一
曲

閏
の
い
た
と
の

第
十
一
圏

を
ノ
字
ハ
の
ノ
字
ノ
如
ク
軽
キ
字
ニ
ア
ラ
サ
レ
バ
重
ナ
リ
タ
ル
ヲ
厭
テ
改
メ

ン
ト
セ
シ
ナ
リ
す
ぎ
ノ
言
過
卜
杉
ト
ヲ
重
タ
ル
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
サ
レ

ド
モ
を
ヲ
の
卜
改
メ
テ
ハ
過
ノ
意
明
ナ
ラ
ズ
ト
セ
バ
は
る
な
か
ば
も
ト
シ
テ

モ
宜
シ
カ
ル
ヘ
シ

霞
の

な
か
ヲ
霞
の
う
ち
卜
改
ル
ト
キ
ハ
其
餘
ハ
イ
ヅ
レ
ニ
テ
モ
宜
シ

第
十
二
圏

第
二
曲

ち
し
ま
の
お
く
も
云
々
や
し
ま
の
そ
と
の
ま
も
り
な
り

や
し
ま
の
そ
と
の
ま
も
り
卜
云
フ
事
ヲ
八
洲
ハ
モ
ト
ヨ
リ
抒
衛
ー
ー
テ
蝦
夷
卜

沖
縄
卜
ぐ
八
洲
以
外
ノ
抒
衛
ナ
リ
ト
云
フ
意
ナ
ル
ベ
シ
ト
誤
解
シ
タ
ル
故
や

し
ま
の
ほ
か
卜
改
メ
タ
ク
思
ヒ
シ
ナ
リ
高
説
ノ
如
ク
ナ
ラ
バ
國
の
と
の
へ
の

ま
も
り
な
り
ト
モ
わ
が
大
君
の
ま
も
り
な
り
ト
シ
テ
モ
宜
シ
カ
ラ
ン
サ
レ
ド

モ
高
説
二
据
ル
ニ
内
外
ヲ
う
ち
そ
ト
ヨ
メ
ル
事
モ
ア
ル
由
ナ
レ
バ
旧
ノ
マ
マ

ニ
テ
モ
ア
ル
ベ
シ
つ
ヽ
み
な
く
ハ
ア
マ
リ
古
言
ナ

レ
バ
改
メ
タ
シ

第
十
三
圏

第
三
曲

サ
ヽ
ヤ
カ
、

イ
サ
ヽ
カ
ノ
サ
ヽ
ヲ
倶
二
清
ミ
テ
讀
メ
バ
是
モ
清
テ
讀
ム
ベ
ク

思
ヒ
シ
ガ
證
左
ノ
堅
然
タ
ル

ヲ
以
テ
営
二
高
説
二
従
フ
ヘ
シ

〔
歌
詞
選
定
委
員
稲
垣
千
頴
の
解
説
〕

ひ
ら
く
る
卜
下
二
段
活
用
二
用
ル
方
正
シ
キ
ハ
論
ヲ
侯
タ
ザ
レ
ド
モ
今
ハ
暫

ク
童
謡
ニ
ヒ
ラ
イ
タ
、
ヒ
ラ
イ
タ
、
等
ノ
詞
ア
ル
ニ
ョ
レ
リ

0
日
本
語
法
花
ニ
ハ
必
さ
く
卜
云
ヒ
テ
ひ
ら
く
卜
云
ハ
‘
ス
云
々
ノ
高
諭
コ
レ

マ
タ
論
ナ
シ
然
レ
ト
モ
今
編
成
ス
ル
所
詞
ハ
悉
ク
延
暦
以
前
ヲ
用
ヒ
人
ハ
神

世
ノ
イ
ハ
ュ
ル
青
人
草
ヲ
用
ル
ニ
非
ズ
偏
セ
ズ
頗
セ
ス
例
ヲ
中
古
二
取
ラ
バ

十
分
ノ
者
ナ
ル
ベ
シ
是
何
ト
ナ
レ
バ
今
二
適
ス
ル
ヲ
主
ト
ス
レ
バ
ナ
リ
花
二

ひ
ら
く
卜
言
ヒ
タ
ル
ハ
（
但
シ
下
二
段
―
ー
シ
テ
今
用
ヰ
タ
ル
童
謡
ノ
格
ト
ハ

異
ナ
リ
）
風
雅
集
見
わ
た
せ
ば
か
す
が
の
野
べ
ふ
か
す
み
た
ち
ひ
ら
く
る
花

ハ
さ
く
ら
花
か
も
続
千
載
集
は
る

の
く
る
か
た
を
て
ら
し
て
法
の
花
ひ
ら
く

る
時
を
世
に
ぞ
し
ら
す
る
拾
遺
愚
草
あ
し
が
き
は
ま
ぢ
か
き
冬
の
雪
な
が
ら

ひ
ら
け
ぬ
梅
に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く
新
後
撰
集
世
々
を
へ
て
た
へ
な
る
法
の
花

き
み
が
よ
は
云
々
さ
ざ
れ
い
し
の

は
る
も
な
か
ば
を
す
ぎ
の
と
を

第
二
曲

鰊
生
ハ
諸
行
無
常
ノ
説
ノ
如
キ
輪
廻
ノ
説
ノ
如
キ
ハ
之
ヲ
教
科
ノ
用
二
供
ス

ベ
カ
ラ
ス
況
ヤ
其
偽
造
二
出
ル
者
ハ
益
用
ヰ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
思
ヒ
シ
ナ
リ
高

説
ハ
真
二
人
ヲ
以
テ
言
ヲ
廃
セ
ズ
ト
謂
フ
ベ
シ

第
十
四
圏

第
一
曲
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ち
ぐ
さ
ハ
千
種
二
混
ズ
ト
ノ
裔
諭
解
シ
得
ズ
何
ト
ナ
ラ
バ
螢
二
千
万
種
ア
ラ

と
ま
れ
、
や
ど
れ
、

ち
ぐ
さ
の
ほ
た
る

第
四
曲

っ
ぽ
め
ひ
ら
け

リ お
り
よ
と
改
ム
ベ
シ
云
々
よ
ト
テ
ニ
ヲ
ハ
ニ
テ
命
令
ス
ル
ハ
第
一
曲
の
さ
け

や
卜
改
メ
玉
ヘ
ル
ト
同
ジ
耳
ヲ
知
ル
者
ノ
言
二
似
ズ
く
だ
れ
ト
ス
ル
方
可
ナ

第
三
曲

説
第
一
曲
ノ
條
下
ノ
如
シ
此
曲
コ
ト
ニ
童
謡
ヒ
ラ
イ
タ
ヒ
ラ
イ
タ
蓮
華
ノ
花

ガ
ヒ
ラ
イ
タ
、
ツ
ボ
ン
ダ
、
ツ
ボ
ン
ダ
、
云
々
ノ
語
一
ー
ヨ
ル

是
モ
俗
言
ア
ガ
リ
、
サ
ガ
リ
ノ
例
ニ
ョ
ル

あ
が
れ
さ
が
れ

つ
も
れ
た
ま
れ
を
ざ
ヽ
の
あ
ら
れ

無
キ
事
ヲ
希
フ
ニ
非
ス
笹
ノ
上
ノ
霰
ハ
多
ク
ス
ベ
リ
テ
ト
マ
ル
者
少
シ
故
ニ

希
ニ
ア
ル
事
ヲ
希
フ
ニ
テ
児
童
ノ
性
情
多
ク
此
ノ
如
キ
モ
ノ
ナ
リ
醤

ヘ
バ
慈

父
母
ノ
其
子
ヲ
育
ス
ル
ガ
如
シ
父
母
必
其
子
ヲ
シ
テ
天
下
第
一
ノ
人
タ
ラ
シ

メ
ン
事
ヲ
願
フ
ベ
シ
天
下
第
一
ノ
人
希
ニ
ア
ル
所
ニ
シ
テ
決
シ
テ
ナ
キ
ニ
非

ズ
父
母
ノ
情
然
リ

笹
ノ
葉
ノ
霰
ハ
ツ
モ
ル
モ
ノ
ニ
モ
タ
マ
ル
モ

ノ
ニ
モ
非
ズ
ト
ノ
高
諭
イ
カ
ゞ

侍
ラ
ン
是
ハ
日
本
紀
ニ
サ

ヽ
バ
ニ
ウ
ツ
ヤ
ア
ラ
レ
ノ
タ
シ
タ
シ
ニ

、

ル
ヨ
リ
オ
ボ
シ
ョ
ラ
レ
タ
ル
ナ
ル
ベ
ケ
レ
ド
モ
今
葉
ハ
イ
ハ
ヌ
ニ
少
シ
ク
エ

夫
ア
リ
笹
ノ
葉
間
枝
岐
二
少
シ
ハ
タ
マ
リ
モ
ツ
モ
リ
モ
ス
ル
ハ
常
ノ
事
ナ
リ

奴
之
ヲ
験
ス
ル
事
数
十
年
ナ
リ
幼
時
之
ヲ
掌
ー
ー
ウ
ケ
テ
遊
ビ
シ
事
今
ナ
ホ
覚

エ
タ
リ
但
シ
つ
も
れ
ハ
と
ま
れ
―
―
改
メ
テ
モ
ヨ
ロ
シ
ケ
レ
ド
ナ
ホ
本
ノ
方
可

第
二
曲

第
七
曲

な
ら
ば
ひ
ら
け
ん
時
の
ち
ぎ
り
た
が
ふ
な
源
氏
文
字
ク
サ
リ
ひ
ら
く
る
花
に

ま
ふ
小
て
ふ
ノ
類
枚
挙
ス
ル
ニ
堪
ヘ
ズ
此
等
皆
花
二
ひ
ら
く
卜
言
ヘ
ル
ヲ
以

テ
強
ヒ
テ
誤
ト
シ
我
国
語
必
花
ニ
ハ
さ
く
ト
ノ
ミ
イ
フ
ベ
シ
ト
セ
バ
大
二
抵

燭
ス
ル
所
ア
ラ
ン
奴
決
シ
テ
上
世
太
古
ノ
語
ノ
ミ
ヲ
用
ヰ
テ
明
治
ノ
人
民
ヲ

教
育
ス
ル
ヲ
目
的
ト
セ
ズ
請
フ
再
省
ヲ
玉
ヘ

さ
け
や
卜
云
フ
ゾ
勝
ル
ト
ノ
命
ヲ
辱
ク
ス
さ
く
ハ
花
ニ
ハ
極
メ
テ
ヨ
キ
詞
ナ

レ
ド
モ
さ
け
や
に
ほ
ヘ
ニ
テ
ハ
語
調
甚
悪
シ
況
ン
ヤ
絲
竹
二
旋
ス
ニ
於
テ
ハ

夕
ゞ
二
韻
ノ
調
ベ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
語
勢
聞
ク
ニ
堪
ヘ
ズ
請
フ
自
ラ
唱
歌
シ

テ
其
可
否
ヲ
辮
ジ
玉
へ
恐
ク
ハ
畠
水
練
ノ
誹
ヲ
来
ス
ニ
至
ラ
ン
都
テ
音
律
上

ニ
テ
ハ
耳
ヲ
第
一
ト
シ
心
ヲ
第
ニ
ト
シ
目
口
之
二
亜
グ
目
ロ
ヲ
以
テ
耳
ヲ
害

セ
ザ
ラ
ン
事
ヲ
要
ス
但
シ
ひ
ら
け
卜
四
段
童
謡
ノ
格
ヲ
是
ト
ス
ル
ニ
ハ
非
ズ

二
甚
悪
ク
シ
テ
聞
苦
シ

ナ
ド
ア

ニ
シ
テ
万
種

バ
混
ズ
ベ
ケ
レ
ド
モ
螢
ハ
タ
ゞ
一
種
（
但
シ
大
小
ハ
ア
レ
ド
）

千
種
卜
云
フ
語
螢
二
用
ヰ
ル
ベ
キ
ニ
非
ズ
例
モ
イ
マ
ダ
ミ
ズ
（
モ
シ
ア
ラ
バ

示
シ
タ
マ
ヘ
）
サ
レ
バ
決
シ
テ
混
ズ
ル
ノ
理
ナ
シ
草
ニ
ハ
百
草
、
千
草
卜
云

セ
ン

ヒ
漢
ー
ー
モ
万
草
千
草
J
語
ア
リ
テ
甚
適
セ
リ
（
音
調
モ
亦
可
ナ
リ
）
猶
之
ヲ

混
ズ
ル
ガ
如
キ
人
ハ
其
終
必
言
語
ヲ
以
テ
談
ズ
可
ラ
ズ

一
々
画
圏
ニ
ョ
リ
テ

語
ル
ニ
至
ラ
ン
河
橋
ヲ
食
箸
ト
シ
鳥
ノ
鶴
ヲ
鍋
ノ
蔓
ト
シ
身
ヲ
箕
ト
ス
ル

ノ

マ
ゲ

マ
ケ

カ

ギ

カ

キ

比
二
非
ズ
シ
テ
釘
ヲ
室
ト
シ
曲
物
ヲ
負
物
ト
シ
鑑
ヲ
柿
卜
混
ズ
ル
ト
同
一
例

チ

グ

サ

チ

ク

サ

ナ
リ
誰
力
之
ヲ
聡
耳
ノ
人
ト
イ
ハ
ン
何
ト
ナ
レ
ハ
千
草
ハ
濁
音
千
種
ハ
清
音

（
通
常
ノ
語
モ
然
リ
）
―
-
シ
テ
弥
混
同
ス
ベ
キ
語
一
＿
非
レ
バ
ナ
リ

く
さ
ば
卜
改
メ
ヨ
ト
ノ
説
ナ
レ
ド
サ
テ
ハ
音
ノ
高
低
譜
面
ニ
ッ
キ
テ
験
ス
ル
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第
六
圏

い
ろ
は
に
ほ
へ
ど
ち
り
ぬ
る
を
云
々

第
四
圏

是
ハ
し
げ
れ
、
し
げ
れ
卜
重
ネ
タ
ル
方
優
ナ
ル
コ
ヽ
チ
ス
速
二
改
メ
ン
ト
ス

百
拝
謝
高
諭

第
三
圏

嘩
第

一
曲

は
な
み
に
ゆ
き
ま
せ
よ
し
の
ヽ
さ
く
ら
あ
き
み
て
つ
げ
ま
せ
た
っ
た
の
も
み
ぢ

秋
見
に
ゆ
き
ま
せ
卜
改
ム

ベ
シ
ト
ノ
高
諭
ヲ
賜
フ
然
レ

ト
モ
本
ノ
マ
ヽ
つ
げ

ま
せ
ニ
テ
語
格
違
フ
ニ
非
ズ
音
調
モ
美
ナ
リ
凡
テ
翫
ノ
所
ハ

少
シ
ヅ
ヽ
語
ヲ

異
ニ
セ
ザ
レ
バ
優
ナ
ラ
ズ
故
二
律
詩
長
歌
和
漢
ミ
ナ
然
リ
つ
げ
ま
せ

ニ
テ
悪

シ
ク
ハ
其
故
ヲ
承
ラ
マ
ホ
シ

此
今
様
歌
四
句
渇
文
ノ
意
ナ
ル
事
今
ノ
児
童

ハ
必
僧
侶
ノ
説
法
ヲ
侯
タ
ズ
シ

テ
ヨ

ク
辮
知
ス
ベ
シ
教
科
二
供
ス
可
ラ
ズ
ト
ノ
命
ア
レ
ド
モ
今
天
下
数
万
ノ

小
学
（
直
轄
両
師
範
学
校
ハ
言

二
及
バ

ズ
）
皆
此
色
葉
ヲ
以
テ
習
字
読
書
ノ
第

一
着
手
ト
ス
既
二
習
字
読
書

二
用
ヰ
バ
之
ヲ
絲
竹
二
施
シ
之
ヲ
唱
歌
ス
ル
モ

必
妨
害
ナ
キ
者
卜
認
テ
可
ナ
ラ
ン
初
文
部
省
此
歌
ヲ
以
テ
小
学

二
施
シ
ヽ
モ

諸
行
無
常
是
生
滅
法
等
ノ
意
ヲ
取
ル
ニ
非
ス
必
此
歌
ノ
博
ク
人
口
二
膳
灸
シ

普
ク
但
耳

ニ
モ
入
レ
ル
ヲ
以
テ
ノ
故
ナ
ル
ベ
シ
今
モ
シ
之
ヲ
歌
謡
二
施
ス
可

ラ
ズ
ン
バ
小
学
習
字
読
書
ノ
用
ニ
ハ
最
モ
供
ス
可
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
請
省
セ
ヨ

み
わ
た
せ
は
云
々

お
り
は
へ
て
は

月
清
集
さ
な
へ
と
る
鳥
羽

田
の
お
も
に
あ
め
を
え
て
を
り
は

へ
き
な
く
ほ
と
ヽ
ぎ
す
か
な
是

ハ
時
節
二

テ
ヲ
ノ
候
字
ナ
リ
続
拾
遺
集
立
田
姫
い
ま
や
梢
の
か
ら
に
し
き
お
り
は
へ
あ

き
の
色
ぞ
し
ぐ
る

ヽ
続
古
今
集
久
か
た
の
か
つ
ら
の
里
の
さ
よ
ご
ろ
も
お
り

オ

リ

ヲ

リ

は
へ
月
の
い
ろ
に
う
つ
な
り
此
二
首
織
卜
時
節
ト
ヲ
言
ヒ
カ
ケ
タ
ル
ナ
リ
サ

•
•

オ
リ

レ
ド
オ
ヲ
の
瑕
字
タ
ガ

ヘ
リ
今
ノ
唱
歌
ノ
如
キ
ハ
全
ク
織
ノ
意

ニ
テ
ハ
ヘ
ハ

延
ノ
意
即
チ
拷
縄
之
千
尋
縄
打
延
ノ
延
ノ
如
ク
ト
リ
ナ
セ
リ
カ
ク
テ
ハ
ヲ
ノ

俵
字
ニ
テ
ハ
大
二
違
ヘ
リ
故
二
お
り
は
へ
て
ト
テ
ノ
辞
ヲ
用
ヰ
ル

第
八
圏

第
一

曲

我
日
の
も
と
の
あ
さ
ぼ
ら
け

か
す
め
る
日
影
あ
ふ
ぎ
て
ぞ
卜
改
ル
ハ
仰
グ
ノ
詞
オ
モ
シ
ロ
キ
様
ナ
レ
ド
第

四
句
二
ぞ
ノ
テ
ニ
ヲ
ハ
ヲ
用
ヰ
第
八
句
二
至
リ
テ
ベ
き
卜
き
ニ
テ
結
ブ
ハ
少

シ
ク
唱
歌
ス
ル

ニ
営
リ
テ
穏
ナ
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ナ
リ
は
る
た
つ
け
ふ
を
ぞ
し
り
ぬ

べ
き
卜
第
七
八
ノ
句
ニ
テ
係
結
ヲ
ナ
ス
ハ
調
可
ナ
ル
心
地
ス
レ
ド
ナ
ホ
本
ノ

マ
ヽ
ノ
可
ナ
ル
ニ
如
カ
ズ

か
す
め
る
日
影

ョ
リ
か
す
み
そ
め
た
る
ノ
方
優
ナ

リ
ト
思
惟
ス

ル
ハ
第
七
句
二

は
る
た
つ
け
ふ
を
ぞ
ト
ア
ル
如
ク
立
春
ノ
日
ノ

意
ナ
ル
故
ナ
リ
且
此
歌
本
居
宣
長
J

「
さ
し
い
づ
る
こ
の
日
の
本
の
ひ
か
り

よ
り
こ
ま
も
ろ
こ
し
も
は
る
を
し
る
ら
ん
ノ
歌
ノ
意
ヲ
取
レ
ル
ナ
レ
ハ
ヤ
ハ

し
げ
れ
、

お
ほ
へ
、

ひ
め
ま
つ
、
小
ま
つ
、

第
七
圏

第
二
圃

第
二
第
二
曲

ナ
ラ
ン
餘
線
ハ
末
二
具
ス

ね
む
れ
よ
こ
云
々

．
 

を
り
は
へ
て
ト
ス
ベ
シ
云
々

平
語
ヲ
以
テ
綴
リ
タ
ル
ハ
所
謂
子
守
歌
ニ
シ
テ
郎
但
ノ
子
女
モ
ヨ
リ
解
シ
ェ

ン
事
ヲ
主
ト
ス
レ
バ
ナ
リ
第
二
曲
以
下
よ
く
ね
る
卜
改
ル
モ
可
ナ
リ
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第
二
曲

雲
間
に
さ
け
ぶ
ほ
と
と
ぎ
す
坂
根
に
に
ほ
ふ
云
々
な
つ
き
に
け
り
と
天
地
に
云

何
故
二
雲
間
ヲ
木
の
間
卜
改
ム
ベ
キ
ニ
カ
コ
レ
ハ
第
六
句
二
天
地
に
ト
ア
ル

天
二
応
ゼ
ン
ガ
為
二
雲
間
ト
セ
ル
也
木
の
間
ニ
テ
ハ
天
地
ノ
詞
何
ニ
ヨ
リ
テ

カ
来
ベ
キ
マ
サ
カ
ニ
神
学
者
流
ノ
所
謂
高
天
原
ナ
ル
香
山
ノ
榊
ノ
間
ニ
テ
モ

非
ル
ベ
シ
イ
カ
ゞ

第
九
圏

第
二
曲

は
る
も
な
か
ば
を
す
ぎ
の
と
を
お
し
あ
け
が
た
に
云
々

f
 .

.

.

.

 

な
か
ば
を
の
を
卜
す
ぎ
の
と
を
ノ
を
卜
重
リ
テ
聞
苦
シ
カ
ル
ベ
シ
ト
ノ
説
ナ

々

レ
ド
決
シ
テ
聞
苦
シ
カ
ラ
ズ
音
調
モ
ア
シ
カ
ラ
ズ
凡
テ
辞
ハ
自
然
二
重
ル
ハ

何
程
重
リ
テ
モ
苦
カ
ラ
ズ
（
但
コ
レ
ハ
詞
ニ
ッ
キ
テ
イ
フ
音
楽
上
ニ
ト
リ
テ

イ
フ
ニ
非
ズ
）
然
ル
ヲ
却
テ
作
為
ヲ
以
テ
強
ヒ
テ
他
ノ
辞
ヲ
用
ン
ト
ス
レ
バ

．． 

大
二
害
ア
リ
彼
ノ
風
か
よ
ふ
ね
ざ
め
の
袖
の
花
の
か
に
か
を
る
枕
の
春
の
よ

•••• 

の
夢
又
冬
が
れ
の
森
の
く
ち
ば
の
霜
の
う
へ
に
お
ち
た
る
月
の
か
け
の
さ
や

け
さ
又
い
ほ
ば
ら
の
き
よ
み
の
さ
き
の
み
ほ
の
う
ら
の
又
春
の
か
き
り
の
け

．． 

ふ
の
ひ
の
ノ
類
ノ
決
シ
テ
聞
グ
ル
シ
カ
ラ
ヌ
ガ
如
シ
故
二
古
人
此
ヲ
撰
集
二

収
メ
タ
リ
今
モ
シ
貴
説
ノ
如
ク
辞
ノ
重
ル
ヲ
厭
ハ
ゞ
前
件
ノ
歌
ノ
如
キ
ハ
評

ノ
下
ス
可
キ
無
ラ
ン
貴
示
ノ
如
ク
な
か
ば
の
す
ぎ
の
と
を
ニ
テ
ハ
甚
味
ナ
シ

ス

ギ

何
ト
ナ
ラ
バ
す
ぎ
ハ
杉
卜
過
去
ト
ヲ
イ
ヒ
カ
ケ
タ
ル
ニ
テ
仲
春
モ
ス
ギ
テ
稽

季
春
ノ
節
ニ
テ
此
詞
ー
ー
テ
落
花
ノ
意
ヲ
オ
モ
ハ
セ
タ
ル
ナ
リ
若
シ
此
イ
ヒ
カ

ケ
ー
ー
関
セ
ズ
バ
杉
ニ
ハ
限
ラ
ズ
栗
ニ
テ
モ
梱
ー
ー
テ
モ
紫
檀
沈
水
金
銀
珠
玉
或

リ
日
影
よ
り
ト
シ
テ
オ
カ
ン
方
願
ハ
シ

チ
ス

音
の
調
本
ノ
マ
マ
ノ
方
ヲ
ヨ
ロ
シ

コ
レ
ニ
テ
モ
さ
き
か
れ
ノ
意

ニ
ナ
ル
ベ
シ

却
リ
テ
さ
き
か
れ
ト
イ
ハ
ン
ヨ
リ
さ
き
く
と
卜
言
ヒ
残
ス
方
餘
意
ア
ル
コ
、

と
ま
る
も
ゆ
く
も
云
々
さ
き
く
と
ば
か
り

第
二
曲

コ
レ
ハ
改
メ
タ
ル
方
ョ
ロ
シ
カ
ラ
ン
数
多
ノ
月
数
ス
ギ
ノ
戸
ヲ
ト
改
メ
ラ

レ

タ
ル
ハ
必
モ
ト
ノ
如
ク
杉
卜
過
ト
ヲ
イ
ヒ
カ
ケ
ニ
ト
ラ
レ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
第

九
図
第
二
曲
二
春
モ
ナ
カ
バ
ノ
ス
ギ
ノ
戸
ト
セ
ラ
レ
タ
ル
ト
ハ
大
二
異
ナ
リ

ほ
た
る
の
あ
か
り
雪
の
ま
ど

第
十
二
圏

第
一
曲

モ
ア
シ
カ
ル
マ
ジ

閏
の
い
た
と
の
云
々
か
を
る
日
影
の
や
ヽ
さ
し
そ
め
て

第
十
一
圏

ハ
石
灰
ペ
ン
キ
塗
ノ
戸
ニ
テ
モ
ヨ
ロ
シ
カ
ル
ベ
シ
（
但
此
ノ
杉
ノ
戸
松
ノ
戸

檜
ノ
戸
ノ
類
是
等
ノ
木
ノ
多
ク
生
ジ
テ
ア
ル
ア
タ
リ
ノ
住
家
ヲ
イ
フ
ト
ノ
説

ア
レ
ド
奴
ハ
是
等
ノ
木
材
ヲ
以
テ
作
リ
タ
ル
戸
ナ
リ
ト
イ
フ
説
ヲ
ト
ル
ナ

リ
）
第
七
句
木
々
ヲ
枝
卜
改
ル
ハ
何
ニ
テ
モ
ア
リ
ヌ
ベ
シ

ヤ
ハ
リ
本
ノ
マ
ヽ
ノ
方
可
ナ
ル
ベ
シ
強
ヒ
テ
改
ル
ニ
及
バ
ズ
且
第
一
句
二
明

行
空
と
い
ひ
結
旬
二
明
ぼ
の
ト
ア
レ
バ
第
二
旬

二
朝
日
卜
再
三
イ
ハ
ン
ヨ
リ

ハ
日
影
ト
ノ
ミ
イ
フ
方
穏
ナ
ラ
ン
第
一
句
明
行
空
ト
ト
ヒ
テ
第
三
句
二
さ
し

そ
め
ト
ア
レ
バ
日
影
ト
ノ
ミ
ニ
テ
朝
日
ナ
ル
事
誰
モ
知
ル
ベ
シ
。
霞
の
な
か

ヲ
霞
の
お
く
卜
改
ル
ハ
ヨ
ロ
シ
サ
レ
ド
霞
の
な
か

卜
云
ヒ

テ
モ
其
な
か
ハ
中

心
正
中
ノ
中
二
非
ズ
中
外
内
外
ノ
中
内
ノ
意
ナ
レ
バ
な
か
卜
本
ノ
マ

ヽ
ニ
テ
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第
十
三
圏

第
三
曲

ラ
ン

第
三
曲

ち
し
ま
の
お
く
も
云
々
や
し
ま
の
そ
と
の

．
 

ソ
ハ
モ
ト
背
ノ
意
ナ
ル
ハ
勿
論
ナ
レ
ド
内
外
ヲ
ウ
チ
ト
ト
モ
ウ
チ
ソ
ト
ト
モ

ヨ
ム
ベ
シ
難
ゼ
ラ
レ
タ
ル
如
ク
ニ
ほ
か
ト
シ
テ
ハ
外
国
他
国
の
為
ノ
守
ノ
如

ト
ノ
ヘ
ト
ノ
マ
モ
リ
ト
ヤ
マ

く
聞
エ
テ
悪
シ
外
郭
外
衛
外
山
ナ
ド
ほ
か
ト
ヨ
ミ
テ
ハ
意
違
フ
ナ
リ
そ
と
ト

ソ

ト

モ

云
ヒ
テ
モ
中
外
ノ
外
ニ
テ
外
面
ノ
意
ニ
ナ
ル
故
ニ
ョ
ロ
シ
強
ヒ
テ
背
面
ノ
意

ト
ノ
ミ
オ
モ
フ
ハ
少
シ
ク
上
古
二
僻
ス
ル
ニ
近
ク
ヤ
ア
ラ
ン
縦
ヒ
強
ヒ
テ
背

面
ト
ス
ル
モ
ほ
か
ト
シ
テ
我
二
関
係
ナ
キ
モ
ノ
ヽ
ャ
ウ
ニ
ス
ル
ヨ
リ
ハ
可
ナ

み
ど
り
云
々
み
つ
せ
の
川

み
つ
せ
川
タ
ト
ヒ
我
国
偽
造
ノ
仏
経
ョ
リ
出
デ
タ
リ
ト
モ
今
仏
字
梵
経
ヲ
教

ル
為
二
非
ス
既
二
源
氏
談
ニ
モ
引
用
セ
レ
バ
用
ル
モ
害
ナ
キ
ガ
如
シ
但
シ
仏

経
ヨ
リ
出
デ
タ
ル
語
ナ
ル
故
二
教
科
二
用
ヰ
ズ
ト
ナ
ラ
バ
兎
モ
角
モ
ア
ル
ベ

シ
偽
経
ョ
リ
出
デ
タ
ル
故
二
取
ラ
ズ
ト
ノ
コ
ト
解
シ
難
シ
僧
尼
及
仏
道
教
導

職
ノ
輩
ハ
何
ト
モ
イ
ハ
ゞ
イ
ヘ
嘗
取
調
所
ハ
仏
経
ヲ
講
ズ
ル
精
舎
二
非
ズ
僧

尼
ヲ
度
ス
ル
壇
二
非
ズ
縦
ヒ
釈
尊
金
ロ
ノ
正
説
タ
リ
ト
モ
取
ラ
ザ
ル
ハ
取
ラ

ズ
偽
経
ナ
リ
ト
モ
取
ル
ベ
キ
ハ
取
ル
ベ
シ
何
ゾ
瑣
々
タ
ル
真
偽
ヲ
論
ゼ
ン
ヤ

〔マ
ご

若
又
偽
経
ョ
リ
出
テ
ダ
ル
恨
托
ナ
ル
故
二
取
ラ
ズ
ト
言
ン
カ
釈
迦
牟
尼
世
尊

ノ
金
ロ
ニ
モ
仮
托
ア
リ
方
便
ア
リ
タ
ゞ
仮
托
ュ
ヱ
ニ
取
ラ
ズ
ト
ナ
ラ
バ
可
ナ

リ
（
併
シ
歌
ヨ
ミ
家
ハ
少
シ
困
ス
ベ
シ
）
金
ロ
ノ
恨
托
ナ
ラ
ザ
ル
故
二
取
ラ

ズ
ト
其
ロ
ノ
金
銀
銅
鉄
ノ
分
量
卜
買
値
の
高
下
ニ
ヨ
リ
テ
取
捨
ヲ
ナ
ス
ハ
少

U

マ
マ
〕

シ
ク
商
債
ノ
ロ
ニ
似
タ
ル
コ
ヽ
チ
ズ

さ
ゞ
れ
二
濁
点
ヲ
ウ
ツ
可
ラ
ズ

ト
ノ
説
一
応
ハ
聞
工
タ
ル
様
ナ
レ
ド
モ
伏
シ

サ
、

難
シ
抑
さ
ゞ
れ
石
ノ
さ
ゞ
ハ
小
ノ
意
ニ
テ
小
ヲ
清
音
二
用
ヰ
タ
ル
ハ
允
恭
天

サ

ヽ

ラ

ガ

タ

ニ

シ

キ

ノ

ヒ

モ

ヲ

サ

ヽ

ラ

ガ

タ

皇
紀
二
佐
瑳
羅
餓
多
遁
之
択
能
醤
毛
弘
コ
レ
小
紋
形
錦
之
紐
ヲ
ノ
義
ニ
テ
清

音
瑳
ノ
字
ヲ
用
ヰ
其
他
小
ヲ
さ
ヽ
け
し
ナ
ド
云
フ
モ
清
音
ナ
リ
然
レ
ド
モ
熟

サ
ゞ
レ
イ
シ

考
フ
ル
ニ
小
ハ
清
濁
両
様
二
用
ヰ
其
上
二
小
石
ノ
方
ハ
濁
音
ノ
方
ヲ
古
ョ
リ

サ

ゞ

レ

シ

モ

用
ヰ
来
タ
リ
例
ハ
万
葉
集
左
射
礼
思
母
（
小
石
モ
也
）
卜
見
エ
タ
ル
此
ノ
射

サ

ザ

レ

ナ
ミ

サ
ゞ
レ

J
字
ニ
テ

ハ
惜
二
濁
音
ト

モ
シ
難
ケ
レ
ド
同
十
三
巻
沙
邪
礼
浪
ト
ア
リ
（
小

ナ
ミ

リ
）
コ
レ
小
ヲ
サ
ゞ
卜
濁
音
二
用
ヰ
タ
ル
確
証
ニ
テ
射
ノ
字
モ
万
葉
ニ

浪
ナ

ハ
多
ク
濁
音
二
用
ヰ
タ
リ
況
ヤ
十
三
巻
ノ
邪
ノ
字
ハ
濁
音
ニ
シ
テ
決
シ
テ
清

音
ニ
ハ
一
モ
用
ヰ
タ
ル
例
紀
記
万
葉
共
ニ
ナ
キ
ヲ
ヤ
サ
テ
射
ヲ
濁
音
二
用
ヰ

カ

ザ

シ

タ

リ

ト

モ

ニ

カ

ザ

サ

．ス

カ

ザ

シ

タ
ル
例
ハ
万
葉
集
二
可
射
之
多
里
又
登
毛
爾
加
射
左
受
ナ
ド
見
エ
タ
ル
挿
之

サ
ゞ
レ
ナ
ミ
サ
ゞ
レ
イ
シ

ノ
意

ニ
シ
テ
濁
音
ナ
リ
サ
レ
バ
小
連
小
石
ノ
類
上
ノ
邪
ノ
字
卜
相
待
チ
テ
清

音
ナ
ラ
ザ
ル
事
決

ス
ベ
シ
（
和
名
抄
ハ
強
ヒ
テ
清
濁
ヲ
論
ズ
ベ
キ
書
ナ
ラ
ネ

バ
引
カ
ズ
）
ナ
ホ
労
例
ラ
ヲ
案
ズ
ル
ニ
山
陵
ヲ
サ
ゞ
キ
ト
濁
音
ニ
ョ
ブ
（
但

サ

ゞ

キ

サ

ゞ

キ

シ
今
俗
ニ

サ
ゞ
ギ
ト
イ
フ
ハ
誤
ナ

レ
バ
ト
ラ
ズ
）
モ
即
小
城
小
丘

ノ
意

ニ
テ

サ
ゞ
ヲ
濁
音
ニ
ョ
フ
例
ナ
リ
俗
ノ
等
曲
家
謡
曲
家
及
ビ
長
唄
老
松
ノ
曲
等
モ

（
但
浄
ル
リ
ノ
老
松
ニ
ハ
此
詞
ナ
シ
）
皆
さ
ざ
れ
卜
濁
リ
宮
内
省
雅
楽
局
君

ケ
代
ノ
曲
モ
亦
さ
ゞ
れ
卜
濁
リ
テ
歌
ヘ
リ
（
但
シ
コ
レ
モ
サ
ゞ
レ
ト
歌
フ
ヲ

誤
ト
ナ
ラ
バ
改
ム
ベ
ケ
レ
ド
）
古
今
雅
俗
皆
カ
ク
ノ
如
シ
ナ
ホ
濁
ル
ベ
カ
ラ

き
み
が
よ
は
ち
よ
に
云
々
さ
ざ
れ
い
し
の

第 1章 音楽取調掛

第
十
四
圏

第
一
曲

明治12年～20年 (1879~1887) 

此
第
十
三
圏
ノ
唱
歌
ノ
譜
西
人
某
氏
ノ
所
作
ニ
シ
テ
歌
ア
リ
（
此
譜
甚
有
名

ナ
ル
ヨ
シ
）
大
二
訳
二
困
ム
故
二
綴
リ
サ
マ
ヨ
ロ
シ
カ
ラ
ズ
寛
恕
ヲ
玉
ヘ
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ズ
バ
改
ム
ベ
シ
今
ヤ
俊
人
在
官
斯
養
モ
文
珠
遊
夏
走
卒
モ
富
楼
那
我
貢
ナ
リ

済
々
タ
ル
編
輯
ノ
士
必
度
越
ノ
見
ア
ラ
ン
伏
シ
テ
開
示
ヲ
乞
フ

特
異
、
コ
ノ
ち
よ
に
や
ち
ょ
に
ノ
歌
古
今
集
賀
ノ
部
二
収
メ
テ
我
君
は
ち

よ
に
や
ち
ょ
に
ト
ア
リ
諸
書

二
見
工
タ
ル
モ
皆
然
リ
然
ル
ニ
雅
俗
共
之
ヲ

管
絃
二
施
ス
ニ
ハ
君
が
よ
ト
ノ
ミ
謡
ヘ
リ
末
其
故
ヲ
解
セ
ズ
（
但
ウ
タ
ヒ

ク
チ口

ノ
善
悪
卜
前
後
ノ
詞
ニ
ハ
ヨ
ル
ベ
ケ
レ
ド
）
今
幸
二
譴
責
ヲ
免
ル
ト
雖

モ
実
ハ
奴
ノ
不
幸
ナ
リ
希
ク
ハ
高
論
ヲ
聞
カ
ン

つ
も
れ
た
ま
れ

第
一
図
第
七
曲
ノ
下
二
笹
ノ
葉
ノ
霰
ハ
ツ
モ
リ
モ
タ
マ
リ
モ
ス
ル
者
ー
ー
非
ズ

是
ハ
無
キ
事
ヲ
ア
レ
カ
シ
ト
云
ヘ
ル
ニ
ャ
ト
難
ゼ
ラ
レ
タ
リ
其
無
キ
事

二
非
ズ

シ
テ
ア
ヲ
事
ル
希
フ
ナ
ル
ハ
既
二
陳
ゼ
リ
然
シ
テ
無
キ
事
ヲ
ア
レ
カ
シ
ト
願
フ

モ
人
情
常
ニ
ア
ル
事
ニ
テ
怪
ム
ニ
足
ラ
ズ
下
二
出
ス
数
歌
ノ
如
キ
必
高
評
ア
ラ

ン
伏
シ
テ
開
諭
ヲ
乞
フ

佳
歌
二
云
鳶
鳥
の
は
ね
あ
る
な
ら
ば
と
ん
で
ゆ
き
た
や
ぬ
し
の
そ
ば
未
ダ

羽
翼
ア
ル
ノ
人
ヲ
見
ズ
但
シ
是
ハ
論
ズ
ル
ニ
足
ラ
ズ

イ

モ

カ

ド

万
葉
集
巻
二
長
歌
柿
本
人
磨
夏
草
の
お
も
ひ
し
な
え
て
し
ぬ
ぶ
ら
ん
妹
が
門

見
ん
な
び
け
此
山
コ
レ
ハ
人
丸
石
見
国
ヨ
リ
妻
二
別
レ
テ
京
二
上
ル
時
ノ
歌
二

テ
故
郷
ノ
妻
ノ
家
門
ヲ
望
ミ
見
ン
ト
ス
レ
ド
モ
高
津
山
具
間
二
障
リ
テ
見
エ
ズ

因
テ
靡
ケ
此
山
ト
イ
ヘ
ル
ナ
リ
古
今
集
雑
上
在
原
業
平
あ
か
な
く
に
ま
だ
き
も

月
の
か
く
る
ヽ
か
山
の
は
に
げ
て
入
れ
ず
も
あ
ら
な
ん
（
此
歌
解
ヲ
下
ス
ヲ
待

タ
ス
）
此
二
首
一
ハ
歌
聖
ノ
作
一
ハ
歌
仙
ノ
詠
ナ
リ
然
シ
テ
其
無
キ
事
ヲ
願
フ

ニ
ゲ

コ
ト
カ
ク
ノ
如
シ
山
ノ
靡
キ
モ
逃
モ
セ
ザ
ル
者
ナ
ル
事
ハ
（
但
山
足
ト
イ
フ

ハ

ア
レ
ド
此
足
ハ
用
ヲ
ナ
サ
ス
又
風
土
記
神
仙
伝
等
ノ
説
モ
ト
ヨ
リ
取
二
足
ラ

ズ
）
稚
児
も
知
ル
ベ
シ
人
丸
業
平
ニ
シ
テ
登
之
ヲ
知
ラ
ザ
ラ
ン
ヤ
然
シ
テ
痴
情

ハ
シ
ケ
レ

斯
ノ
如
シ
コ
レ
其
聖
仙
タ
ル
所
以
ナ
リ
抑
歌
ハ
人
情
ノ
感
ズ
ル
所
詠
嘆
恣
嵯
ノ

餘
二
発
ス
ル
者
ニ
シ
テ
（
中
世
ノ
今
様
ナ
ド
ニ
ハ
テ
ニ
ヲ
ハ
ノ
調
ハ
ヌ
サ
ヘ

マ

ヽ
ア
リ
コ
レ
ハ
コ
ト
ニ
歌
ヒ
ロ
ノ
調
ヲ
主
ト
ス
レ
バ
ナ
リ
）
理
論
二
拘
泥
セ
ザ

キ
、

ル
ヲ
可
ト
ス
立
田
川
ノ
紅
葉
ヲ
錦
卜
見
玉
ヒ
シ
ハ
奈
良
帝
ノ
御
目
利
違
ヒ
芳
野

山
ノ
桜
ヲ
雲
ト
ミ
シ
ハ
人
丸
ノ
老
衰
眼
ゾ
ナ
ド
ト
イ
ハ
ゞ
此
道
忽
地
二
墜
チ
テ

人
丸
赤
人
必
九
泉
ノ
下
那
落
ノ
底
二
泣
キ
貫
之
射
恒
身
ヲ
抹
下
二
宣
シ
定
家
家

隆
ノ
倫
ハ
将
二
穴
蔵
二
逃
ゲ
入
ラ
ン
ト
ス
棟
燿
二
堪

ヘ
ス
寛
大
ノ
虞
置

コ
ソ
願

〔編
輯
局
長
島
田
三
郎
ノ
意
見
〕

〔
マ
マ
〕

小
官
音
学
二
於
テ
奄
モ
知
ル
所
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
国
語
ノ
邊
モ
亦
之
ヲ
習
ハ

ズ
故
二
本
案
二
於
テ
評
ノ
可
レ
下
ナ
シ
幸
二
局
員
佐
藤
誠
賓
ノ
語
学
二
暁

ル
ア

ル
ヲ
以
テ
就
テ
之
ヲ
質
セ
シ
所
別
冊
記
ス
ル
所
ノ
意
見
ヲ
差
出
セ
シ
ニ
ヨ
リ
進

呈
シ
テ
御
参
考
ノ
資
二
供
シ
候
冊
中
朱
点
0
ヲ
附
ス
ル

モ
ノ
ハ
改
正
セ
ザ
レ
バ

不
都
合
ナ
リ
ト
思
惟
ス
ル
廉
ナ
リ
其
朱
線
ー
|
'
ヲ
字
傍
二
附
シ
タ
ル
ハ
改
正
セ

バ
更
二
可
ナ
ル
ベ
シ
ト
思
惟
ス
ル
廉
ナ
リ
但
第
一
図
第
一
曲
ハ
「
ひ
ら
け
」
ノ

句
ヲ
改
メ
テ
「
サ
ケ
ャ
」
ト
ス
ベ
シ
ト
云
フ
誠
実
ノ
案
（
第
三
曲
モ
亦
同
ジ
）

有
之
侯
得
共
其
首
旬
二
「
ひ
ら
け
」
卜
云
ヒ
次
句
二
「
に
ほ
へ
」
と
云
ヘ
リ
是

レ
蓋
シ
「
け
」
と
「
へ
」
卜
韻
調
ヲ
取
リ
（
第
三
曲
ノ
「
つ
ぼ
め
」
「
ひ
ら
け
」

ノ
「
め
」
「
け
」
も
亦
同
ジ
）
シ
者
ナ
ル
ベ
ケ
レ
バ
之
ヲ
「
サ
ケ
ャ
」
卜
修
正

ス
ル
ト
キ
ハ
瑕
令
語
法
二
適
ス
ル
モ
声
曲
ニ
ハ
合
ハ
ザ
ル
ベ
シ
此
ヨ
リ
推
考
シ

来
レ
バ
此
等
ノ
点
尚
ホ
多
カ
ラ
ン
要
ス
ル
ニ
厳
二
語
法
ヲ
論
ズ
ル
モ
声
曲
二
合

ハ
ザ
レ
バ
唱
歌
ノ
用
二
適
セ
ズ
獨
リ
唱
歌
ノ
便
二
取
リ
テ
語
法
二
違
フ
ト
キ
ハ

世
ノ
之
ヲ
誹
誤
ス
ル
ニ
遭
ン
初
テ
此
等
ノ
諸
点
ヲ
完
美
ナ
ラ
シ
メ
ン
ニ
ハ
更
二
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つ
も
れ
た
ま
れ
を
ざ
さ
の
あ
ら
れ

1
1ニ
霰
ハ
ツ
モ
ル
モ
ノ
ニ
モ
タ
モ
ル
マ
ノ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
是
ハ
無
キ
事
ヲ

第
七
曲

と
ま
れ
や
ど
れ
ち
く
さ
の
ほ
た
る

叫
灯
糾
ハ
千
種
と
混
す
れ
バ
く
さ
ば
と
す
べ
し

0
ヒ
ラ
ケ
ハ
此
モ
サ
ケ
ヤ
ト
ス
ベ
シ

0
サ
ガ
ル
ハ
俗
二
云
フ
ブ
ラ
サ
ガ
ル
事
ナ
リ
此
ハ
オ
リ
ヨ
ト
カ
ク
ダ
レ
ト
カ
云

見
わ
た
せ
ば
や
ま
へ
に
は
云
々

第
三
曲

ね
む
れ
よ
子
云
々

汀

ヨ

リ

下

ノ

三
曲
平
常
ノ
言
ヲ
以
テ
綴
リ
テ
餘
ノ
曲
ノ
言
卜
均
シ
カ
ラ
ズ

第
二
曲
第
三
曲
ニ
ョ
ク
ネ
タ
子
ト
ア
ル
ハ
第

第
七
圏

第
二
曲

一
曲
ノ
如
ク
ヨ
ク
ネ
ル
子
ト
ス
ル
方
マ
サ
ル
ベ
シ

コ
レ

ハ
必
ス
其
故
ァ
ル
ヘ

シ

第
四
曲

つ
ぼ
め
ひ
ら
け

第
六
圏
唱
歌

第
一
曲

フ
ベ
シ

〇
是
ハ
諸
行
無
常
等
ノ
四
句
ノ
偶
文
ノ
意
ヲ
述
タ
ル
歌
ナ
リ
教
科
ノ
用
二
供
ス

ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス

あ
が
れ
さ
が
れ

い
ろ
は
云
々

第
二
曲

ナ
ル
サ
レ
ハ
此
ハ
サ
ケ
ヤ
ト
云
フ
ソ
勝
ル
ヘ
キ

秋
見
に
ゆ
き
ま
せ
と
す
べ
し

第
四
圏
唱
歌

み
ぢ
゜

音
楽
取
調
所
二
付
セ
ラ
レ
改
調
相
成
候
様
ト
ノ
御
裁
決
有
之
度
存
ジ
候
也

第
壼
圏
唱
歌

第
一
曲

ひ
ら
け
に
ほ
へ
そ
の
ふ
の
さ
く
ら

受

負

0
ヒ
ラ
ケ
ハ
ウ
ケ
マ
ケ
ナ
ド
、
同
ジ
働
ノ
言
ニ
テ
ヒ
ラ
ケ
ヒ
ラ
ク
ル
ヒ
ラ
ク
レ

卜
働
ク
言
ナ
レ
バ
古
言
ノ
外
ハ
ヒ
ラ
ケ
ヨ
ト
カ
ヒ
ラ
ケ
ネ
ト
カ
云
ハ
ネ
バ
命

[
マ
マ

〕

令
ノ
言
ニ
ナ
ラ
ズ
ヒ
ラ
ケ
ト
云
ヒ
テ
都
テ
命
令
ニ
ナ
ル
ハ
ヒ
カ
ラ
ン
ヒ
ラ
キ

ヒ
ラ
ケ
ト
活
ク
言
ニ
テ
書
ヲ
披
ク
ロ
ヲ
開
ク
ナ
ド
ノ
開
ク
ニ
テ
花
ノ
ヒ
ラ
ク

ル
ト
ハ
自
他
ノ
別
ア
リ
況
ヤ
花
ー
ー
開
ク
ル
ト
云
フ
ハ
開
ノ
字
ヲ
書
ク
開
ク
ナ

ト
ノ
開
ク
ト
同
シ
ャ
ウ
ニ
訓
メ
ル
語
ニ
テ
花
ー
ー
ハ
サ
ク
ト
云
フ
ソ
我
國
ノ
言

有
レ
カ
シ
ト
云
ヘ
ル
ニ
ャ

第
二
圏
唱
歌

這
第
二
曲

し
げ
れ
お
ほ
へ
ひ
め
ま
つ
こ
ま
つ

．．． 

覆
ハ
ル
ヽ
モ
ノ
ヲ
畢
ズ

シ
テ
オ
ホ
ヘ
ト
云
フ
ハ
イ
カ
ゞ
ア
ラ
ン
是
ハ
シ
ゲ
レ

．
 

シ
ゲ
レ
ト
重
ネ
タ
ラ
ン
ゾ
前
ノ
唱
歌
ノ
サ
マ
ト
同
シ
ク
テ
宜
シ
カ
ル
ベ
キ

第
三
圏
唱
歌

噸
第

一
曲

は
な
み
に
ゆ
き
ま
せ
。
よ
し
野
の
さ
く
ら
。
秋
見
て
つ
げ
ま
せ
。
た
っ
た
の
も
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サ
キ
ク
ト
バ
カ
リ
ハ
サ
キ
カ
レ
ト
ノ
ミ
ト
云
フ
ヘ
シ

と
ま
る
も
ゆ
く
も

敷
ス
ギ
ノ
戸
ヲ
ト
ス
ヘ
シ

第
二
曲

ほ
た
る
の
あ
か
り
雪
の
ま
ど

刹
列
ル
ノ
ア
カ
リ
ハ
ホ
タ
ル
ノ
光
ト
ス
ヘ
シ

ィ
ッ
シ
カ
ト
シ
モ
ス
ギ
ノ
戸
ヲ
ハ
フ
ミ
ヨ
ム
ッ
ト
メ
重
ネ
ッ
ヽ
ア
マ
タ
ノ
日

フ
ミ
ヨ
ム
日
敷
カ
サ
ネ
ッ
ヽ

カ
ヲ
ル
朝
日
ノ
ヤ
ヽ
サ
シ
ソ
メ
テ
ハ
カ
ヲ
ル
朝
日
ノ
サ
シ
ソ
メ
ヌ
レ
バ
ト
ス

ヘ
シ

0
霞
ノ
ナ
カ
ハ

霞
ノ
ウ
チ
又
ハ

霞
ノ
オ
ク
ト
ス
ベ
シ

第
十
二
圏
唱
歌

第
一
曲

（『
回
諮
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月
l
十
五
年
六
月
上
）

第
十
三
圏
唱
歌
三
首
ト
モ
ッ
ヽ
ケ
サ

マ
ヨ
ロ
シ
カ
ラ
ズ

修
正
を
く
り
返
し
た
掛
図
に
も
と
づ
い
て
『
唱
歌
集
』
も
編
集
を
完
了
し
、
明
治

十
四
年
十
一
月
に
は
出
版
版
権
届
を
出
し
、
一
方
、
そ
の
初
稿
は
文
部
省
へ
回
付
さ

れ
た
。
初
稿
を
受
け
取
っ
た
普
通
学
務
局
長
の
辻
新
次
は
、
そ
の
ト
ビ
ラ
に
再
訂
正

の
意
見
を
朱
書
し
て
差
し
も
ど
し
て
き
た
。

「
唱
歌
二
関
ス
ル
書
籍
ヲ
文
部
省
ョ
リ
出
版
相
成
候
ハ
該
書
ヲ
以
テ
始
メ
ト
ス
レ

バ
世
間
一
般
ノ
模
範
卜
為
リ
向
後
唱
歌
ヲ
普
及
ス
ル
ノ
基
礎
ト
モ
為
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ

シ
テ
之
二
拠
リ
テ
小
学
生
徒
ノ
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ベ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
但
歌
ノ
旧
弊
ヲ
モ

一
掃
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
存
侯
然
ル
ニ
該
書
中
記
載
ス
ル
所
ノ
歌
曲
ハ
唱
歌
ノ
大
眼
目
タ

ル
徳
性
涵
養
ノ
精
神
極
メ
テ
乏
シ
キ

モ
ノ
往
々
有
之
侯
得
共
只
二
唱
歌
ノ
音
調
ヲ
教

閏
の
い
た
と
の

引
7
レ
石
ハ
サ

ヽ
レ
ト
ス
ベ

シ
濁
貼
ヲ
ウ
ッ
ベ
カ
ラ
ス

シ
春
モ
ナ
カ
バ
ノ
ス
ギ
ノ
ト
ヲ
ト
ス
ベ
シ

〔
マ
マ
〕

第
十
一
唱
歌

き
み
が
よ
は

ボ
叫
コ
ソ
ハ
枝
コ
ソ
ト
ス
ヘ
シ

第
九
唱
歌

第
二
曲

は
る
も
な
か
は
を
す
き
の
と
を

．

．

．

 

ル
ベ

ハ
ル
モ
ナ
カ
ハ
ヲ
ス
キ
ノ
ト
ヲ
ハ
ヲ
J
字
カ
サ
ナ
リ
テ
聞
キ
グ
ル
シ
カ

0
み
つ
瀬
川
ハ
源
氏
物
語
ナ
ト
ニ
引
用
セ
レ
ド
モ
モ
ト
十
王
経
ト
イ
ヘ
ル
我
國

偽
造
ノ
佛
経
二
出
タ
ル
ナ
レ
バ
教
科
ノ
用
二
供
ス
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ズ

第
十
四
圏
唱
歌

第
一
曲

み
ど
り
さ
か
ゆ
る

ヌ
ベ
シ
ハ
シ
リ
ヌ
ベ
キ
ト
ス
ヘ
シ

第
八
圏
唱
歌

第

一
曲

我
日
の
も
と
の
朝
ぼ
ら
け

＂
マ
マ

]

カ
ミ
ス
ソ
メ
タ
ル
日
影

ョ
リ
ハ
カ
ス
メ
ル
日
影
ア
フ
ギ
テ
ゾ
ト
ス
ヘ
シ
シ
リ

シ
ロ
ノ
事
ナ
リ

第
十
三
圏
唱
歌

第
三
曲

〇
オ
リ
ハ
ヘ
テ
ハ
ヲ
リ
ハ
ヘ
テ
ト
ス
ベ
シ

ち
し
ま
の
お
く
も

0
八
島
ノ
ソ
ト
ノ
ハ
八
島
ノ
ホ
カ
ト
ノ
ト
云
フ
ヘ
シ
ソ
ト
ハ
背
面
ニ
テ
即
チ
ウ

叫

7
ミ
ナ
ク
ハ
ッ
ヽ
ガ
ナ
ク
ト
ス
ヘ
シ

第
四
曲

〔手
書
き〕
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フ
ル
材
料
ト
セ
バ
差
シ
タ
ル
不
都
合
無
カ
ラ
ン
乎
但
シ
上
端
貼
紙
ノ
分
ハ
削
除
ノ
上

発
売
相
成
方
可
然
存
候
」
（
『
回
議
書
類
』
明
治
十
三
年
二
月
ー
十
五
年
六
月
下
）

「
上
端
貼
紙
」

の
箇
所
と
は
次
の
部
分
で
あ
る
。

日

第

三

曲

初

稿

の

題

〈柳
す
A

き
〉

一

な

び
け
や
な
ぎ
か
は
せ
の
か
ぜ
に

ニ

ま

ね

け

す

A

き

は

な

の

A

風
に

こ
の
歌
詞
に
対
す
る
普
通
学
務
局
の
意
見

「
此
歌
は
何
如
に
も
靡
弱
の
体
に
て
雄
々
し
き
氣
な
く
俗
間
に
歌
ふ
所
の
へ
何
を

く
よ
く
川
ば
た
柳
水
の
流
を
見
て
く
ら
す
な
ど
の
類
に
て
極
め
て
野
齢
な
る
者

な
り
児
女
等
此
等
の
歌
曲
を
諷
詠
せ
る
に
何
如
な
る
感
動
を
起
す
へ
き
か
決
し
て
其

の
徳
性
を
涵
養
す
る
所
以
に
非
ざ
る
な
り
削
除
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」

こ
の
意
見
に
従
っ
て
、
第
二
稿
で
は
曲
名
を

〈
小
草
す
す
き
〉
と
題
し
一
節
を
「
な

び
け
を
ぐ
さ
は
る
の
の
か
ぜ
に
」
と
替
え
る
。

普
通
学
務
局
再
度
の
意
見
曲
名

〈
あ
が
れ
〉

「
あ
が
れ
あ
が
れ
廣
野
の
ひ
ば
り
」

わ
か
け

「
は
し
れ
は
し
れ
川
瀬
の
若
鮎
」

「
の
ぼ
れ

の
ぼ
れ
川
瀬
の
若
鮎
」

を

ぶ

ね

「
す
A

め

す

A

め
浪
間
の
小
船
」

と
い
う
歌
詞
を
示
す
。
こ
の
歌
詞
に
は
幅
岡
孝
弟
文
部
卿
の
印
お
よ
び
九
鬼
隆
一
文

部
少
輔
の
サ
イ
ン
が
あ
り
、
両
者
も
同
意
し
た
と
思
わ
れ
る
。

決
定
稿

一

あ
が
れ
。
／
＼
゜

腋
野
の
ひ
ば
り
。

二
の
ぼ
れ
。
／
＼
。
川
瀬
の
若
鮎
゜

口

第

二

十

曲

〈螢
〉
〔
現
在

〈螢
の
光
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
曲
〕

初
稿
三
節
の
歌
詞

つ
く
し
の
き
は
み
み
ち
の
お
く
。
わ
か
る
A

み
ち
は

ら
ぬ
こ
こ
ろ
ゆ
き
か
よ
ひ
。
ひ
と
つ
に
つ
く
せ

意
見

「
此
歌
は
児
女
の
諷
詠
す
べ
き
者
に
あ
ら
ず

且
首
尾
整
は
ず

『
か
は
ら
ぬ
こ

ヽ

か
は
る
と
も
。
か
は

く
に
の
た
め

ろ
ゆ
き
か
よ
ひ
』
と
は
父
子
兄
弟
姉
妹
又
は
朋
友
の
間
に
は
言
は
ぬ
事
に
て
重
に
男

女
間
に
契
る
詞
に
て
互
に
他
の
男
女
に
見
え
す
し
て
互
に
恋
ひ
し
た
ふ
心
の
通
ふ
と

い
ふ
事
な
る
べ
し
学
校
に
於
て
児
女
の
徳
性
を
涵
養
す
る
目
的
の
唱
班
に
は
甚
不

滴
当
な
り
且
結
句
に
『
ひ
と
つ
に
つ
く
せ
く
に
の
た
め
』
と
あ
る
は
何
如
に
も

前
句
と
連
続
せ
ず
此
等
の
歌
は
削
除
し
て
は
何
如
」

修
正
決
定
稿

三
節つ

く
し
の
き
は
み
み
ち
の
お
く

う
み
や
ま
と
ほ
く
へ
だ
っ
と
も

そ
の
ま
ご
こ
ろ
は
へ
だ
て
な
く

ひ
と
つ
に
つ
く
せ
く
に
の
た
め

国
第
二
十
二
曲

〈
ね
む
れ
よ
子
〉
に
対
す
る
意
見

初
稿
の
歌
詞

一
ね
む
れ
よ
子

お
め
ざ
め
の

な
に
や
ろ
ぞ

ね
む
れ
よ
子

か

ざ

ぐ

る
ま

風

車

ふ
え
や
ろ
ぞ

ね
む
れ
よ
子

い
ぬ
は
り
こ

鞠
や
ろ
ぞ

意
見

「第
二
十
二
ね
む
れ
よ
子
ノ
三
句
ハ
俗
間
二
行
ハ
ル
ヽ
『
こ
A

ま
で
お
出
で
廿

酒
進
上
』
ノ
類
ニ
シ
テ
弊
害
ヲ
生
ス
ル
ノ
唱
歌
卜
被
存
候

質

二
如
此
キ
唱
歌
ヲ
謡

ヒ
廿
言
ヲ
唱
シ
小
児
ヲ
睡
眠
セ
シ
メ
畳
ム
ル
ト
キ
之
二
賞
品
ヲ
典
ュ
レ

バ
ヨ
シ
興
ヘ

サ
ル
ト
キ

ハ
欺
キ
テ
睡
眠
セ
シ
メ
シ
ナ
リ
小
児
ノ
時
ヨ
リ
保
拇
タ
ル
モ
ノ
欺
ク

コ

ト
ヲ
常
ト
セ
ハ
遂
二
習
ヒ
性
ト
ナ
リ
成
長
ノ
後
果
シ
テ
如
何
按
ス
ル
ニ
今
該
集
ヲ
御

頒
布
相
成
候
時
ハ
世
間
保
姐
ノ
類
漫
二
之
ヲ
唱
へ
徳
性
ヲ
涵
養
ス
ル
ノ
御
旨
趣
ヲ
以

よ
く
ね
る
こ
に
は

お
き
あ
が
り
こ
ぼ
し

ね
む
れ
よ
こ

よ
く
ね
る
こ
に
は

そ
の
も
ち
あ
そ
び

ね
む
れ
よ
こ

よ
く
ね
る
こ
に
は

つ
ゞ
み
に
太
鼓

ね
む
れ
よ
こ
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〔
手
書
き
〕

テ
製
定
セ
ラ
レ
シ
唱
歌
モ
反
リ
テ
徳
性
ヲ
残
毀
ス
ル
ノ
具
卜
相
成
甚
シ
キ
不
都
合
ト

被
存
候
間
右
三
句
ト
モ
胴
除
相
成
可
然
乎
」

修
正
決
定
稿

一

ね
む
れ
よ
子
よ
く
ね
る
ち
ご
は

ち
A

の

み

の

ち

A

の
お
ほ
せ
や

ま
も
る
ら
ん
ね
む
れ
よ
子

――

ね
む
れ
よ
子
よ
く
ね
る
ち
ご
は

は
A

そ

ば

の

は

A

の
な
さ
け
や

し
た
ふ
ら
む
ね
む
れ
よ
子

―
―
―
ね
む
れ
よ
子
よ
く
ね
て
お
き
て

ち
A

は
A

の
か
は
ら
ぬ
み
か
ほ

を
が
み
ま
せ
ね
む
れ
よ
こ

『
小
學
唱
歌
集
』
全
曲
の
歌
詞
は
巻
末
楽
譜
を
参
照
。

『
小
學
唱
歌
集
』
と
並
行
し
て
『
幼
稚
園
唱
歌
集
』
の
編
纂
も
行
わ
れ
た
。

こ
の

仕
事
は
メ
ー
ソ
ン
帰
国
後
に
と
り
か
か
っ
た
も
の
で
、
内

容
的
に
は
『
小
學
唱
歌

集
』
中
の
幼
児
向
き
の
も
の
が
多
い
。
ま
た
雅
楽
部
伶
人
の
作
曲
に
よ
る
『
保
育
唱

歌
』
も
数
曲
含
ま
れ
て
い
る
。
編
集
作
業
は
明
治
十
六
年
に
完
成
し
て
い
た
が
二
十

年
ま
で
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。

『
幼
稗
園
唱
歌
集
』

緒
言

一
本
編
ハ
、
兒
童
ノ
、
始
メ
テ
幼
稗
園
二
入
リ
、
他
人
卜
交
遊
ス
ル
事
ヲ
習

フ
ニ
嘗
リ
テ
、
嬉
戯
唱
和
ノ
際
、
自
ラ
幼
徳
ヲ
涵
養
シ
、
幼
智
ヲ
開
焚
セ

ン

ガ
為
二
、
用
フ
ベ
キ
歌
曲
ヲ
纂
輯
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

一

唱

歌

ハ
、
自
然
幼
稗
ノ
性
情
ヲ
養
ヒ
、
其
登
整
ノ
節
度
二
慣
レ
シ
ム
ル
ヲ

要
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
殊
二
幼
稗
園
二
欠
ク
可
ラ
ズ
。
諸
種
ノ
園
戯
ノ
如
キ

友
ど
ち

子
供
／
＼

若
駒

大
原
女

に
は
つ
鳥

學
べ
よ

進
め
／
＼

霞
か
雲
か
〔
『
小
學
唱
歌
集
』
よ
り
〕

心
は
猛
＜

蝶
々

ノ
ナ
リ

〔
『
小
學
唱
歌
集
』
よ
り
〕

モ
、
亦
＿
音
楽
ノ
カ
ヲ
恨
ル

ニ
非
レ
バ
、
十
分
ノ
効
ヲ
奏

ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル

モ

幼
稗
園
ノ
唱
歌

ハ
、
殊
二
拍
子
卜
調
子
ト
ニ
注
意
セ
ザ
ル
可
ラ
ズ
。
拍
子

ノ
、
緩
徐
二
失
ス
ル
ト
キ
ハ

、
活
澄
爽
快
ノ
精
神
ヲ
損
シ
、
調
子
ノ
高
低
、

其
度
ヲ
失
ス
ル
ト
キ
ハ
音
二
音
盤
ノ
痰
達
ヲ
害
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
幼
稚
ノ

性
情
二
厭
悪
ヲ
醸
シ
、
其
開
暢
ヲ
妨
グ
ル
恐
レ
ア
リ
。
故
二
本
編
ノ
歌
曲

ハ、

其
撰
定

ニ
ア
タ
リ
、
特
二
此
等
ノ
要
旨
二
注
意
セ
リ
。

幼
稗
園
ニ
ハ
、
等
、
胡
弓
、
若
ク
ハ
洋
琴
、
風
琴
、
ノ
如
キ
楽
器
ヲ
備
へ

テ
、
幼
稗
ノ
唱
歌
二
協
奏
ス
ル
ヲ
要
ス
。
是
レ
楽
器
ニ
ヨ
リ
テ
、
唱
和
ノ
勢

カ
ヲ
増
シ
、
深
ク
幼
心
ヲ
感
動
セ
シ
ム
ル
ノ
カ
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ

明
治
十
六
年
七
月

『
幼
稗
園
唱
歌
集
』

目
次
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唱
歌
掛
圏
初
編

次
の
書
目
は
音
楽
取
調
掛
が
出
版
し
た
唱
歌
教
科
書
で
あ
る
。

『
幼
稚
園
唱
歌
集
』
全
曲
の
歌
詞
は
巻
末
楽
譜
を
参
照
。

敷
へ
歌

一
羽
の
鳥

冬
の
そ
ら

う
づ
ま
く
水

明
治
十
四
年
九
月
出
版
届

蜜
蜂

風
ぐ
る
ま
〔
保
育
唱
歌
よ
り
、
東
儀
季
煕
作
曲
〕

操
練

兄
弟
妹

毬 環 こ
A

な
る
門

燕真
直
に
立
よ

我
大
君

花
さ
く
春

や
よ
花
桜

川
瀬
の
千
鳥

竹
む
ら

雨
露

小
學
唱
歌
集
初
編

唱
歌
掛
圏
初
編
績

小
學
唱
歌
集
第
二
編

唱
歌
掛
圏
第
二
編

小
學
唱
歌
集
第
三
編

幼
稗
園
唱
歌
集

明
治
十
四
年
十

一
月
出
版
届

明
治
十
四
年
十
一
月
出
版
届

明
治
十
六
年
三
月
出
版

明
治
十
六
年
三
月
出
版

明
治
十
七
年
三
月
出
版

明
治
二
十
年
十
二
月
出
版

音
楽
書
の
出
版

明
治
十
六
年
！
十
七
年

音
楽
取
調
掛
は
三
種
類
の
音
楽
入
門
書
を
出
版
し
て
い
る
。
原
書
は
い
ず
れ
も
英

語
の
初
歩
的
な
音
楽
啓
蒙
書
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
訳
本
は
わ
が
国
最
初
の
系
統
立
っ

た
音
楽
書
と
し
て
今
日
重
要
視
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
部
分
下
訳
を
買
い
取

っ
た
も
の
を
除
き
、
訳
業
と
校
訂
は
取
調
掛
員
に
課
せ
ら
れ
た
仕
事
で
あ
っ
た
。
翻

訳
稿
は
順
次
伝
習
生
へ
の
授
業
の
テ
キ
ス
ト
と
な
っ
た
。

〔
音
楽
書
出
版
に
関
す
る
伊
澤
修
二
の
報
告
〕

音
楽
書
類
刊
行
ノ
事

明
治
十
六
年
七
月
音
楽
問
答
及
ヒ
架
典
ヲ
出
版
シ
各
五
百
部
ヲ
印
刷
ス
同
九

月
更
二
音
楽
指
南
ヲ
印
行
二
付
ス
是
レ
マ
タ
不
日
其
功
ヲ
竣
ヘ
ン
ト
ス
音
楽
問

答
ハ
音
楽
ノ
大
綱
ヲ
問
答
二
畢
ゲ
初
學
ノ
徒
ヲ
シ
テ
此
學
二
入
リ
易
カ
ラ
シ
メ

タ
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
最
モ
便
利
ノ
書
ト
ス
楽
典
ハ
音
架
ノ
典
則
規
矩
ヲ
條
述
シ
タ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
分
テ
四
編
百
條
卜
為
シ
殆
ド
音
楽
ノ
要
理
ヲ
喝
セ
リ
音
楽
指
南

ハ
音
楽
教
授
法
ニ
シ
テ
音
楽
ノ
初
歩
ヨ
リ
漸
次
歌
曲
ノ
練
習
二
至
リ
盛
ク
本
掛

所
撰
ノ
唱
歌
掛
圏

―
―
合
セ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
皆
音
楽
博
習
上
必
需
ノ
書
ナ
リ
抑
本

掛
創
置
以
降
音
楽
教
科
用
書

二
乏
シ
キ
ハ
博
習
上
一
大
所
患
ナ
リ
シ
カ
該
書
類

印
行

二
係
ル
ヨ
リ
博
習
上
大
二
便
宜
ヲ
得
タ
レ
バ
マ
タ
以
テ
此
事
業
ノ

一
層
進

（

二

）
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